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〈
表
紙
の
紹
介
〉

村
上

尚
徳

（
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課
教
科
調
査
官
）

画
面
全
体
が
黄
系
統
の
色
を
主
体
に
微
妙
な
色
調

の
違
い
を
捉
え
て
美
し
く
着
彩
さ
れ
て
い
ま
す
。
描

か
れ
て
い
る
人
物
は
作
者
の
ご
家
族
で
し
ょ
う
か
。

表
情
が
と
て
も
優
し
く
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
選
挙
が
み
ん
な
の
笑
顔
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
が
軟
ら
か
い
タ
ッ
チ
で
表
わ
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
雑
誌
「
選
挙
」
平
成
18
年
１
月
号
か
ら
転
載
）

〈
裏
表
紙
の
紹
介
文
〉
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林
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華
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賞
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尾
崎
行
雄
は
、
民
主
政
治
と
世
界
平
和

の
実
現
に
そ
の
一
生
を
捧
げ
た
政
治
家
と

い
え
ま
す
。
若
く
し
て
自
由
民
権
運
動
に

身
を
投
じ
、
国
会
開
設
（
一
八
九
〇
年
）

と
と
も
に
衆
議
院
議
員
に
選
出
さ
れ
て
以

来
、
議
席
に
あ
る
こ
と
六
三
年
、
世
界
議

会
史
上
の
最
長
記
録
を
打
ち
立
て
ま
し
た
。

彼
は
民
主
政
治
の
確
立
を
目
指
し
、
あ
ら

ゆ
る
権
力
の
弾
圧
に
も
屈
せ
ず
、
つ
ね
に

民
衆
の
側
に
立
っ
て
闘
い
、
そ
の
雄
弁
は

天
下
に
鳴
り
響
き
、
人
は
彼
を
「
憲
政
の

神
様
」
と
呼
び
ま
し
た
。
ま
た
、
軍
国
主

義
が
支
配
す
る
に
及
ん
で
も
、
平
和
の
信

念
を
曲
げ
ず
、
国
に
警
告
す
る
こ
と
を
止

め
ま
せ
ん
で
し
た
。

尾
崎
は
、
戦
後
の
日
本
の
建
て
直
し
に

は
国
民
が
民
主
政
治
を
正
し
く
理
解
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
テ

キ
ス
ト
と
し
て
『
民
主
政
治
読
本
』（
昭

和
二
二
年
刊
）
を
出
版
し
ま
す
。
そ
の
中

で
彼
は
、
一
九
四
六
年
に
大
選
挙
区
制
限

連
記
制
で
行
わ
れ
た
第
二
二
回
総
選
挙
で

の
有
権
者
の
投
票
行
動
は
、
因
縁
や
情
実
、

義
理
や
人
情
が
か
ら
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た

と
批
判
し
、「
出
た
い
人
よ
り
出
し
た
い

人
を
」
な
ど
九
つ
に
わ
た
る
「
投
票
の
心

得
」
を
記
し
ま
し
た
。
こ
の
名
言
は
、
そ

の
結
び
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
、
腐

っ
た
水
に
ボ
ウ
フ
ラ
が
わ
く
よ
う
に
、
腐
っ

た
選
挙
か
ら
は
自
堕
落
政
治
の
ボ
ウ
フ
ラ

が
わ
く
。
日
本
民
主
化
の
大
建
築
は
、
正
し

い
選
挙
の
土
台
の
上
に
で
な
け
れ
ば
建
て

る
こ
と
は
で
き
な
い
、と
主
張
し
て
い
ま
す
。

尾
崎
は
戦
後
の
国
会
で
も
活
躍
し
民
主

主
義
の
普
及
と
世
界
平
和
の
た
め
に
尽
力

し
ま
す
が
、
一
九
五
三
年
の
総
選
挙
で
落

選
、
政
界
を
引
退
し
ま
す
。
衆
議
院
名
誉

議
員
（
第
一
号
）
の
称
号
を
贈
ら
れ
、
衆

議
院
の
正
面
玄
関
に
は
胸
像
が
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
九
五
四
年
、
九
五
歳
の
長

寿
を
全
う
し
、「
議
会
政
治
の
父
」
と
仰

が
れ
つ
つ
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

尾崎行雄
1858（安政５）年生～1954（昭和29）年没

川上の選挙が濁れば
川下の政治も濁る
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1946（昭和21）年に行われた第22回総選挙で女性参政権が
実現してから今年で60年を迎えます。この間、女性の政治参
加、政治的地位はどう変化したのか、今後の展望も含めて識者
にご執筆いただき、また長年選挙の啓発活動を続けている神戸
婦人有権者連盟を取材しました。

●プロフィール

しんどうくみこ

東洋英和女学院大学国際社会
学部教授、法学博士。ペンシ
ルヴァニア州立大学大学院修
士課程、立教大学大学院博士
課程修了。アメリカ史、ジェ
ンダー・スタディーズを専
攻。主な著書に『ジェンダ
ー・ポリティックス―変革期
アメリカの政治と女性』『ジ
ェンダーで読む日本政治―歴
史と政策』などがある。

進
藤
久
美
子

女
性
参
政
六
〇
年

―
女
性
は
政
治
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
き
た
か

一
九
四
六
年
四
月
一
〇
日
、
女
性
が
初
め
て
選
挙

権
を
行
使
し
て
か
ら
、
今
年
で
六
〇
年
が
た
つ
。
戦

後
民
主
主
義
と
と
も
に
歩
ん
だ
女
性
た
ち
の
政
治
年

は
、
還
暦
を
迎
え
た
。
は
た
し
て
女
性
の
政
治
参
画

は
、
男
性
を
中
心
に
動
き
続
け
る
日
本
の
政
治
に
、

ど
の
よ
う
な
新
し
い
展
望
を
切
り
拓
い
て
き
た
の
だ

ろ
う
か
。

狡共同通信社

婦
選
運
動
の
政
治
的
遺
産

女
性
の
政
治
参
画
は
、
女
性
参
政
権
を
要
求
し
た

戦
前
の
婦
選
運
動
を
前
史
と
し
て
も
つ
。
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
そ
の
運
動
は
、
軍
フ

ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭
に
抗
い
な
が
ら
運
動
を
進
め
、
そ

の
過
程
で
参
政
権
の
要
求
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
い
政

策
課
題
と
、
男
性
と
は
異
な
る
政
治
戦
略
を
開
花
さ

せ
た
。
そ
う
し
た
婦
選
の
伝
統
は
、
戦
後
女
性
た
ち

の
政
治
活
動
に
引
き
継
が
れ
、
こ
れ
ま
で
の
男
性
中

心
の
政
治
と
は
異
な
る
女
性
の
政
治
参
画
の
あ
り
よ

う
を
形
づ
く
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
戦
前
の
女
性
た

ち
の
政
治
的
遺
産
を
簡
単
に
跡
づ
け
て
み
よ
う
。

戦
前
女
性
参
政
権
運
動
を
嚮
導
し
た
「
婦
選
獲
得

同
盟
」
は
、
関
東
大
震
災
の
救
援
活
動
を
通
し
て
高

揚
し
た
女
性
た
ち
の
政
治
意
識
を
背
景
に
、
一
九
二

四
年
左
右
両
翼
の
女
性
た
ち
が
「
大
同
団
結
」
し
て

組
織
さ
れ
た
。「
女
性
参
政
権
は
、
あ
ら
ゆ
る
階
層

の
女
性
に
共
通
な
要
求
と
し
て
提
携
出
来
る
」（
市

川
房
枝
）
と
す
る
信
念
が
婦
選
運
動
を
支
え
、
運
動
の
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角
番
で
は
つ
ね
に
党
派
を
超
え
た
女
性
た
ち
の
組
織

化
が
試
み
ら
れ
た
。
そ
の
連
携
の
戦
略
に
よ
る
圧
力

行
為
は
満
州
事
変
前
夜
、
市
町
村
に
お
け
る
女
性
の
選
挙

権
・
被
選
挙
権
を
認
め
る
婦
人
公
民
権
法
案
の
衆
議

院
通
過
に
結
実
し
た
。

し
か
し
、
軍
事
的
危
機
が
高
ま
り
男
女
平
等
の
政

治
的
権
利
の
要
求
が
困
難
に
な
る
と
、
婦
選
の
女
性

た
ち
は
、「
台
所
と
政
治
を
直
結
」
さ
せ
る
問
題
、

政
治
浄
化
活
動
、
母
子
保
護
の
政
策
へ
と
運
動
の
軸

足
を
転
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
伝
統
的
に
高
潔
視
さ
れ

る
女
性
が
政
治
の
浄
化
を
訴
え
、
子
供
と
母
親
そ
し

て
家
庭
を
守
る
政
治
活
動
は
、
軍
国
主
義
国
家
の
保

守
的
政
治
風
土
に
お
い
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
価
値

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

戦
後
幣
原
喜
重
郎
内
閣
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
日

本
民
主
化
五
大
改
革
指
令
の
直
前
、
閣
僚
全
員
の
賛

同
を
得
て
男
女
平
等
の
女
性
参
政
権
付
与
を
閣
議
決

定
し
た
。
閣
議
で
同
政
策
を
提
案
し
た
の
は
、
戦
前

東
京
市
長
と
し
て
ガ
ス
料
金
値
上
げ
反
対
運
動
や
東

京
市
政
浄
化
あ
る
い
は
選
挙
粛
清
を
と
も
に
戦
い
、

女
性
た
ち
の
政
治
的
能
力
を
高
く
評
価
し
て
い
た
内

務
大
臣
堀
切
善
次
郎
で
あ
っ
た
。

連
携
の
政
治
様
式
と
理
想
選
挙
　

男
女
平
等
の
政
治
的
権
利
を
手
に
し
た
女
性
た
ち

の
戦
後
六
〇
年
の
政
治
的
歩
み
は
、
お
お
む
ね
三
つ

の
段
階
に
分
類
で
き
る
。
第
一
は
占
領
期
の
女
性
た

ち
の
政
治
的
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
憲
法

制
定
や
民
法
改
正
等
で
日
本
固
有
の
男
尊
女
卑
の
家

制
度
が
解
体
さ
れ
、
政
治
的
領
域
に
と
ど
ま
ら
な
い

あ
ら
ゆ
る
領
域
で
の
男
女
平
等
が
、
制
度
上
構
築
さ

れ
た
。
そ
れ
は
戦
前
、
男
女
平
等
の
参
政
権
を
要
求

し
た
婦
選
運
動
が
目
指
し
た
到
達
点
に
他
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
戦
後
女
性
た
ち
の
政
治
的
立
ち
上
が
り

は
敏
速
で
あ
っ
た
。
敗
戦
一
〇
日
後
に
市
川
房
枝
は
、

「
戦
後
対
策
婦
人
委
員
会
」
を
、
一
一
月
に
は
女
性

参
政
権
と
女
性
の
政
治
教
育
を
目
的
に
新
日
本
婦
人

同
盟（
後
の
日
本
婦
人
有
権
者
同
盟
）
を
組
織
し
た
。

さ
ら
に
戦
後
初
の
衆
議
院
選
挙
で
女
性
議
員
が
一

挙
に
三
九
名
誕
生
す
る
と
、
直
ち
に
超
党
派
女
性
議

員
の
連
携
体
「
婦
人
議
員
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
た
。

そ
れ
は
、
女
性
共
通
の
問
題
を
草
の
根
女
性
組
織
と

超
党
派
女
性
議
員
が
取
り
上
げ
、
政
治
日
程
に
の
せ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
婦
選
運
動
以
来
の
こ
の
連

携
の
政
治
様
式
は
、一
九
五
六
年
、
戦
後
女
性
政
策
の
金

字
塔
の
ひ
と
つ
で
あ
る
売
春
防
止
法
を
制
定
さ
せ
た
。

独
立
後
の
一
九
五
三
年
第
三
回
参
議
院
選
挙
に
市

川
は
、「
理
想
選
挙
」
で
立
候
補
す
る
。
婦
選
時
代

の
政
治
浄
化
、
選
挙
粛
正
の
経
験
か
ら
編
み
出
さ
れ

た
そ
の
選
挙
方
法
は
、
選
挙
に
は
「
出
た
い
人
」
で

は
な
く
「
出
し
た
い
人
」
が
出
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
信
念
に
基
づ
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
候
補
者
は
選

挙
資
金
を
負
担
せ
ず
、
支
持
す
る
人
が
負
担
す
る
こ

と
を
原
則
と
し
た
。
そ
の
方
法
は
、
経
済
的
基
盤
を

持
た
な
い
女
性
の
政
治
参
加
を
可
能
と
し
、
以
後
女

性
の
選
挙
の
モ
デ
ル
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。

五
五
年
体
制
と
女
性
の
政
治
参
画

女
性
た
ち
の
政
治
と
の
か
か
わ
り
方
の
第
二
段
階

は
、
い
わ
ゆ
る
五
五
年
体
制
下
で
展
開
す
る
。
一
九

五
五
年
か
ら
三
八
年
間
続
い
た
自
民
党
単
独
政
権
の

下
で
と
ら
れ
た
高
度
経
済
成
長
政
策
は
、
女
性
の
政

治
参
画
に
二
様
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
ひ
と
つ
に
そ

の
政
策
は
、
つ
ね
に
地
域
の
経
済
発
展
を
謳
い
、
利

益
誘
導
型
の
政
治
に
傾
斜
し
た
。
政
治
家
は
、
地
域

の
利
益
を
代
弁
し
、
地
域
住
民
に
仕
事
を
中
央
か
ら

誘
導
す
る
人
が
重
宝
さ
れ
た
。
そ
れ
は
経
済
的
力
を

持
た
な
い
女
性
が
最
も
参
加
し
に
く
い
政
治
状
況
で

あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
五
五
年
体
制
下
で
女
性
の
政

治
的
代
表
は
極
端
に
少
な
く
、
衆
議
院
で
は
七
〇
年

代
、
八
〇
年
代
を
通
し
て
一
％
台
で
あ
っ
た
。

他
方
で
経
済
効
率
を
重
視
す
る
高
度
経
済
成
長
政

策
は
、
例
え
ば
従
来
の
有
機
農
業
を
大
量
の
農
薬
と

化
学
肥
料
を
使
う
無
機
農
業
に
変
え
、「
食
の
安
全
」

が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
そ
の
政
策
は
、

大
量
の
工
場
排
水
や
排
煙
を
原
因
と
し
た
深
刻
な
環

第22回総選挙での投票風景
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の
制
度
的
男
女
の
平
等
を
実
質
的
な
平
等
に
転
成
す

る
た
め
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
公
正
の
視
座
か
ら
政
治
を
組

み
か
え
る
試
み
で
あ
っ
た
。
世
紀
転
換
期
、
介
護
保

険
法
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
等
、
一
連
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
共
生
を
目
指
す
政
策
が
制
度
化
さ
れ

た
。
そ
う
し
た
政
策
も
ま
た
、
超
党
派
の
女
性
議
員
、

草
の
根
女
性
組
織
の
連
携
体
そ
し
て
女
性
行
政
官

フ

ェ

モ

ク

ラ

ッ

ト

か
ら
な
る
三
位
一
体
の
連
携
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。参

政
六
〇
年
の
女
性
た
ち
の
政
治
的
あ
ゆ
み
は
、

男
性
中
心
の
政
治
と
は
異
な
る
、
い
ま
ひ
と
つ
の
政

治
展
望
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
政
治
的
模
索
は
、
異

な
る
価
値
を
持
つ
人
々
の
、
そ
し
て
人
と
環
境
の
共

生
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
い
ま
、
戦

後
日
本
の
民
主
主
義
と
女
性
の
政
治
参
画
は
、
折
り

返
し
点
に
あ
る
。
戦
後
六
〇
年
を
見
直
す
改
憲
の
動

き
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
批
判
の
潮
流
が
見
ら
れ
る
。
は
た

し
て
女
性
は
、
未
来
志
向
の
い
ま
ひ
と
つ
の
流
れ
を

作
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
女
性
た
ち
の
政
治

的
知
恵
と
力
量
が
問
わ
れ
て
い
る
。

境
破
壊
を
も
た
ら
し
た
。
そ
う
し
た
生
活
を
取
り
巻

く
環
境
の
破
壊
は
、
家
庭
の
護
り
手
と
し
て
の
女
性

た
ち
の
危
機
意
識
を
あ
お
り
、
女
性
の
政
治
意
識
を

覚
醒
し
た
。
こ
の
時
期
、
粉
石
け
ん
普
及
運
動
か
ら

始
ま
っ
た
主
婦
た
ち
の
政
治
組
織
、
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
「
台
所
と
政
治
を
つ
な
ぐ
」
新
し
い
政
治

的
取
り
組
み
が
、
東
京
を
中
心
に
全
国
の
都
市
部
に

広
ま
っ
て
い
っ
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
共
生
の
政
治
的
模
索

女
性
の
政
治
参
画
の
第
三
段
階
は
、
五
五
年
体
制

崩
壊
以
降
、
男
女
共
同
参
画
型
社
会
の
創
設
に
向
か

う
女
性
た
ち
の
政
治
的
取
り
組
み
で
あ
る
。
一
九
七

五
年
の
国
際
女
性
年
世
界
女
性
会
議
を
き
っ
か
け

に
、
単
に
制
度
的
男
女
平
等
で
は
な
く
実
質
的
な
男

女
平
等
を
模
索
す
る
国
際
的
な
動
き
が
始
動
し
、
そ

れ
は
意
思
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
目
標
を
三

〇
％
と
設
定
し
た
。
そ
の
動
き
は
、
日
本
で
も
マ
ド

ン
ナ
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
、
九
〇
年
代
以
降
、
国
政

レ
ベ
ル
の
女
性
議
員
の
数
が
漸
増
し
た
。
さ
ら
に
世

界
女
性
会
議
に
参
加
し
た
草
の
根
女
性
た
ち
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
女
性
を
政
治
に
送
る
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
組
織
を
作
り
、
九
九
年
統
一
地
方
選
挙
で
女
性
議

員
の
数
を
躍
進
さ
せ
た
。

実
質
的
男
女
平
等
を
求
め
る
女
性
た
ち
は
ま
た
、

家
庭
内
暴
力

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス

や
性
的
嫌
が
ら
せ

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

等
、
私
的
領
域
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
近
代
史
上
は
じ
め
て
政
治
日
程

に
の
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
れ
は
第
一
段
階
で

女
性
議
員
は
一
〇
％
を
超
え
る
か

女
性
が
地
方
議
会
議
員
に
な
る
こ
と
が
「
普
通
」

に
な
っ
て
き
た
の
は
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で

あ
る
。
四
年
ご
と
の
統
一
地
方
議
会
選
挙
に
お
い
て

一
回
で
一
千
人
以
上
の
女
性
が
当
選
し
た
の
は
一
九

九
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
年
六
月
一
日
の
統
計

で
は
、
前
回
の
統
一
地
方
選
挙
以
後
の
四
年
間
に
全

女
性
議
員
の
数
は
二
〇
三
〇
人
（
女
性
議
員
比
率
は

●プロフィール

おおがいとくこ

子育てを終え、立教大学法学部に。
政治学修士。お茶の水女子博士課程
後期修了（2000年）。博士、社会科学。
専攻は「女性と政治」。ブリガム・ヤ
ング大学客員教授をへて、現在、武
蔵大学、武蔵工業大学、非常勤講師、
お茶の水女子大学ジェンダー研究セ
ンター研究員、立教大学アジア地域
研究所研究員。著書に『ジェンダー
と政治参加』（世織書房）ほか多数。

大
海
篤
子

女
性
の
生
き
方
と
選
挙
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三
･
一
％
）
に
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
と
き
、

女
性
議
員
が
一
人
以
上
い
る
議
会
は
三
〇
％
を
超
え

た
。一

二
年
後
の
二
〇
〇
三
年
の
統
一
地
方
選
挙
後
に

は
女
性
議
員
が
一
人
も
い
な
い
議
会
は
三
七
・
五
％
と

（
女
性
が
一
人
以
上
い
る
議
会
が
六
二
・
五
％
）
逆
転

し
て
、
女
性
議
員
の
数
も
四
六
〇
四
人
、
全
議
員
の

七
・
六
％
に
な
っ
た
。
一
二
年
で
多
く
の
議
会
に
女

性
が
進
出
し
た
こ
と
は
確
か
だ
。

し
か
し
、
有
権
者
は
女
性
が
多
い
の
だ
か
ら
、
も

っ
と
女
性
議
員
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
来

年
の
統
一
地
方
選
挙
後
に
は
女
性
議
員
の
比
率
が
一

〇
％
を
超
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

女性地方議員数の推移�

統一地方�
選挙（年）�

都道府県�
議会（人）�

市・区議会�
（人）�

町村議会�
（人）�

合計�
（人）�

女性議員�
比率（％）�

1983   36    648    321 1,005 1.4�

1987   63    848    509 1,420 2.1�

1991   42 1,157    791 2,030 3.1�

1995   90 1,492 1,114 2,696 4.1�

1999 153 1,976 1,635 3,764 5.9�

2003 194 2,360 2,050 4,604 7.6

生
き
方
を
変
え
た
女
性
た
ち

女
性
議
員
の
増
え
た
地
域
は
都
市
部
が
多
い
。
地

方
で
も
、
中
心
部
に
女
性
議
員
が
生
ま
れ
や
す
い
。

な
ぜ
な
ら
、
地
方
に
は
強
い
「
地
域
」
あ
る
い
は
「
学

校
区
」
と
よ
ば
れ
る
伝
統
的
な
地
域
組
織
が
あ
り
、

議
員
は
そ
の
地
域
の
代
表
と
し
て
指
名
・
推
薦
さ
れ

て
立
候
補
す
る
。
そ
の
地
域
の
会
合
の
出
席
者
は
男

性
で
、
女
性
は
出
席
す
る
こ
と
も
少
な
い
し
、
候
補

者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
都

市
部
で
は
、
無
党
派
層
に
訴
え
る
こ
と
で
、
女
性
が

当
選
し
や
す
い
構
造
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
大
勢
の
女
性
地
方
議
会
議
員
等
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ
の
女
性
た
ち
の
姿

を
四
人
に
ま
と
め
て
み
た
い
。
こ
こ
に
紹
介
し
た
女

性
た
ち
は
、
政
治
と
い
う
女
性
に
と
っ
て
は
慣
れ
な

い
場
に
出
る
決
意
を
し
、
選
挙
運
動
を
展
開
し
、
自

分
の
生
き
方
を
変
え
た
人
た
ち
、
地
域
を
変
え
た
人

た
ち
、
そ
し
て
選
挙
で
は
落
選
し
て
も
地
域
で
が
ん
ば

っ
て
い
る
人
た
ち
で
あ
る
。

＊
Ａ
さ
ん

新
し
い
住
宅
団
地
に
引
っ
越
し
て
き
た
Ａ
さ
ん

は
、
そ
の
町
を
知
る
た
め
に
町
議
会
の
傍
聴
を
し
た
。

そ
こ
で
見
た
議
会
は
、
男
性
ば
か
り
で
、
汚
い
野
次

が
飛
ん
だ
り
、
寝
て
い
る
議
員
が
い
た
り
。
議
会
に

失
望
し
た
Ａ
さ
ん
は
議
会
傍
聴
の
様
子
を
「
レ
ポ
ー

ト
」
に
し
て
、
コ
ピ
ー
を
作
っ
て
、
駅
で
配
り
始
め
、

も
っ
と
大
勢
の
人
が
傍
聴
す
れ
ば
議
会
が
本
来
の
議

論
の
場
と
し
て
活
性
化
す
る
、
と
訴
え
た
。
同
時
に
、

女
性
議
員
を
増
や
す
た
め
の
政
治
ス
ク
ー
ル
に
通

い
、
ど
う
し
た
ら
議
会
へ
地
域
住
民
の
声
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
勉
強
し
た
。
そ
し
て
、
仲
間
が
で

き
、
Ａ
さ
ん
は
補
欠
選
挙
に
推
さ
れ
て
選
挙
に
出
た

が
、
そ
の
時
に
は
落
選
し
た
。
粘
り
強
く
「
傍
聴
レ

ポ
ー
ト
」
を
書
き
・
配
り
続
け
て
、
次
の
選
挙
で
は

当
選
し
た
。

議
員
に
な
っ
た
時
に
は
、
傍
聴
の
経
験
か
ら
す
で

に
議
会
の
仕
組
み
な
ど
に
精
通
し
て
い
た
。
議
会
傍

聴
は
、「
選
挙
の
と
き
だ
け
」
の
有
権
者
か
ら
脱
却

し
て
、
議
会
の
あ
り
方
を
学
ぶ
い
い
方
法
で
、
各
地

に
Ａ
さ
ん
や
そ
の
仲
間
の
よ
う
な
人
が
増
え
て
い

る
。
傍
聴
は
個
人
で
で
き
、
そ
の
内
容
を
メ
ー
ル
で

あ
ち
こ
ち
に
配
れ
ば
、
コ
ス
ト
も
か
か
ら
な
い
「
政

治
参
画
」
で
あ
る
。

＊
Ｂ
さ
ん

Ｂ
さ
ん
の
地
域
は
、
選
挙
事
務
所
で
は
常
に
食
事

や
酒
を
振
舞
う
の
が
当
た
り
前
の
地
域
で
あ
る
。
B

さ
ん
は
、
選
挙
に
そ
の
よ
う
な
カ
ネ
を
か
け
る
こ
と

は
よ
く
な
い
こ
と
を
訴
え
て
立
候
補
し
た
。
し
か
し
、

地
域
の
風
習
は
な
か
な
か
変
わ
ら
な
い
。
Ｂ
さ
ん
は

周
囲
か
ら
「
変
人
」
扱
い
を
受
け
た
。

四
回
目
の
挑
戦
を
考
え
て
い
る
と
き
に
、
現
職
町

長
が
収
賄
で
逮
捕
さ
れ
、
一
か
月
後
に
町
長
選
、
半

年
後
に
町
議
会
選
挙
が
あ
り
、「
き
れ
い
な
選
挙
」

を
訴
え
て
き
た
Ｂ
さ
ん
は
と
う
と
う
当
選
し
た
。
B

さ
ん
は
「
議
員
は
正
義
と
ス
ジ
を
通
す
女
性
に
向
い

て
い
る
仕
事
」
と
張
り
切
っ
て
い
る
。

＊
Ｃ
さ
ん

一
九
九
五
年
に
北
京
で
開
か
れ
た
国
連
の
世
界
女
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性
会
議
に
地
域
の
婦
人
会
か
ら
参
加
し
た
Ｃ
さ
ん

は
、
世
界
中
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
女
性
と
出
会
っ
て
、
女
性

が
議
員
に
な
り
、
女
性
の
視
点
で
自
分
の
町
の
問
題

に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
感
じ
た
。
Ｃ
さ
ん
の
町
に
は

女
性
議
員
は
一
人
も
い
な
い
。
高
齢
化
の
進
む
自
分

の
町
の
問
題
を
訴
え
て
、
Ｃ
さ
ん
は
次
の
選
挙
に
立

候
補
す
る
こ
と
を
決
心
し
た
。
し
か
し
、「
地
域
」

に
推
薦
を
依
頼
し
た
ら
、「
選
挙
と
い
う
も
の
は
人

に
頼
ま
れ
て
か
ら
出
る
も
の
だ
」
と
断
ら
れ
た
。
親

戚
か
ら
は
「
選
挙
な
ん
か
は
女
が
や
る
も
の
で
は
な

い
」
と
協
力
を
断
ら
れ
た
。

Ｃ
さ
ん
は
、
一
緒
に
北
京
に
行
っ
た
ほ
か
の
町
の

女
性
た
ち
の
応
援
で
選
挙
運
動
を
楽
し
く
や
っ
た

が
、
残
念
な
が
ら
当
選
で
き
な
か
っ
た
。
Ｃ
さ
ん
は

そ
の
後
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
設
立
し
て
、
活
躍
し
て
い
る
。

＊
Ｄ
さ
ん

自
分
の
子
ど
も
た
ち
に
安
全
な
食
べ
物
を
食
べ
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
た
Ｄ
さ
ん
は
、
生
活
協
同
組
合

（
以
下
「
生
協
」）
に
加
入
し
た
。
生
協
で
は
、
お
い

し
く
て
安
い
、
そ
し
て
安
全
な
も
の
が
消
費
者
の
手

に
届
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
。
自
分
が
社

会
の
一
員
と
し
て
、
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
Ｄ
さ
ん
は
、
そ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
会
合

に
出
席
し
、
役
員
も
引
き
受
け
た
。
Ｄ
さ
ん
た
ち
は
、

月
に
一
回
仲
間
で
行
っ
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を

地
域
全
体
に
広
げ
る
こ
と
が
ご
み
の
減
量
に
有
効
だ

と
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
政
に
要
求
し
た
。
Ｄ

さ
ん
た
ち
は
、
議
会
に
陳
情
書
を
出
し
た
り
、
市
長

や
議
員
と
話
し
合
っ
た
り
し
た
が
、「
リ
サ
イ
ク
ル

は
コ
ス
ト
が
か
か
る
」
と
耳
を
貸
さ
な
い
。
Ｄ
さ
ん

た
ち
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
生
活
に
密
着
し
た
問

題
が
、
議
会
で
は
な
か
な
か
議
論
さ
れ
な
い
こ
と
を

知
っ
た
。
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
選
挙
で
議
員
を
作
り
、

議
会
で
一
般
質
問
を
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
D
さ
ん

が
立
候
補
し
、
議
員
に
な
っ
た
。

Ｄ
さ
ん
は
三
年
か
か
っ
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み

を
作
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
議
員
に
な
っ
た
Ｄ
さ
ん

は
、
仲
間
と
介
護
保
険
の
勉
強
会
、「
み
ど
り
の
マ
ッ

プ
」
作
り
、
子
ど
も
の
安
全
点
検
な
ど
、
活
動
を
広
げ

な
が
ら
、
地
域
の
問
題
を
議
会
に
提
案
を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
女
性
は
自

分
の
地
域
を
住
み
よ
い
も
の
に
し
た
い
と
い
う
「
生

活
の
視
点
」
を
持
っ
て
、
議
員
に
な
ろ
う
と
決
意
し

て
い
る
。
男
性
と
の
違
い
は
、「
利
益
に
結
び
つ
か

な
い
」
公
約
が
少
な
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。

女
性
は
生
活
の
責
任
者
と
し
て
長
い
間
、
政
治
か

ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
、「
女
性
は

政
治
に
向
か
な
い
」
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
一
九
七

〇
年
代
か
ら
、
と
く
に
九
〇
年
代
に
な
っ
て
自
治
体

主
催
で
各
地
で
開
か
れ
て
い
る
「
女
性
模
擬
議
会
」

の
実
態
を
知
れ
ば
、
女
性
が
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
を
住
み
や
す
い
場
に
す
る
こ
と
に
熱
意
を
持
っ

て
、
政
治
の
場
に
進
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は

確
か
だ
。

急
速
に
変
化
す
る
女
性
の
生
き
方
と
政
治

今
、
日
本
は
ス
ー
パ
ー
「
少
子
高
齢
社
会
」
に
突

入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
合
計
特
殊
出
生
率
（
一
人

の
女
性
が
生
涯
に
産
む
子
ど
も
の
数
）
は
一
・
二
五
。

一
方
、
平
均
寿
命
は
、
女
性
が
八
七
・
五
九
歳
、
男

性
は
七
八
・
六
四
歳
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
〇
六
年
版
報
告
、
二

〇
〇
六
年
四
月
三
日
）
と
、
女
性
は
一
九
八
五
年
か

ら
世
界
の
長
寿
金
メ
ダ
ル
を
保
持
し
て
い
る
。
急
速

に
進
む
少
子
化
・
高
齢
化
の
中
で
女
性
の
生
き
方
も

大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
環
境
は
十
分
に

対
応
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
、「
男
性
」「
女

性
」
と
い
う
こ
だ
わ
り
を
持
た
ず
に
、
老
若
男
女
が

支
え
あ
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
肝
要
に
な
る
。
力

仕
事
が
出
来
る
女
性
も
増
え
て
い
る
し
、
家
事
の
上

手
な
男
性
も
増
え
て
い
る
。
女
性
の
生
き
方
が
大
き

く
変
わ
る
中
で
、
女
性
が
声
を
あ
げ
て
、
自
分
ら
し

く
生
き
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
投
票
や
立
候
補
を

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

女
性
が
選
挙
権
を
得
て
か
ら
六
〇
年
が
過
ぎ
た
。

六
〇
年
前
初
め
て
選
挙
に
行
っ
た
女
性
は
、「
夫
や

姑
に
何
を
言
わ
れ
て
も
、
選
挙
だ
け
は
自
分
で
決
め

て
き
た
」、
と
き
っ
ぱ
り
言
っ
た
（
富
山
県
高
岡
市

に
お
け
る
き
き
と
り
調
査
、
二
〇
〇
六
年
）。

女
性
や
若
者
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
に
と

っ
て
自
分
の
生
き
方
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
の
時
代
、

こ
の
女
性
の
よ
う
に
生
活
と
政
治
の
つ
な
が
り
を
見

つ
め
て
、
選
挙
に
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
も
の
だ
。
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山
口
み
つ
子

■
選
挙
制
度
が
及
ぼ
す
女
性
議
員
の
進
出
度

一
九
四
六
年
、
戦
後
最
初
の
総
選
挙
は
、
初
め
て

女
性
参
政
権
が
行
使
さ
れ
、
三
九
名
の
女
性
議
員
が

誕
生
し
た
。
昨
年
九
月
の
総
選
挙
は
、
女
性
議
員
が

四
三
名
当
選
し
、
六
〇
年
ぶ
り
に
史
上
最
多
と
な
っ

た
。
小
泉
首
相
が
女
性
候
補
を
多
数
起
用
し
た
結
果

で
あ
り
、
こ
れ
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
評
さ
れ
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。
現
在
、
女
性
議
員
は
、
衆
議
院
議
員

が
四
四
名
で
全
体
の
九
・
二
％
を
占
め
、
参
議
院
議

員
は
、
三
四
名
で
全
体
の
一
四
％
で
あ
る
。
列
国
議

会
同
盟
（
I
P
U
）
の
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
の
調
査

結
果
（
別
表
）
で
は
、
下
院
（
衆
議
院
に
相
当
）
の
あ

る
世
界
一
七
七
ヵ
国
の
女
性
議
員
の
進
出
度
は
平
均

一
六
・
二
％
で
あ
り
、
日
本
は
世
界
の
平
均
か
ら
七

ポ
イ
ン
ト
も
低
い
。
比
率
ラ
ン
キ
ン
グ
も
一
二
九
位
と
、

先
進
国
中
最
も
進
出
が
遅
れ
て
い
る
。
諸
外
国
か
ら
、

暮
ら
し
が
豊
か
で
教
育
も
行
き
渡
っ
て
い
る
日
本
が
、

な
ぜ
女
性
議
員
が
少
な
い
の
か
と
、
し
ば
し
ば
問
わ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
歴
史
・
社
会
を
踏
ま
え
た
各

国
の
政
治
・
議
会
制
度
の
違
い
が
、
女
性
議
員
の
進

出
度
合
い
に
繋
が
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

選
挙
で
議
席
を
獲
得
す
る
に
は
、
地
盤
、
看
板
、

鞄
の
三
バ
ン
が
不
可
決
要
件
と
さ
れ
る
が
、
選
挙
制

度
も
大
き
く
影
響
す
る
。
戦
後
初
の
第
二
二
回
総
選

挙
は
、
大
選
挙
区
制
限
連
記
制
で
一
枚
の
投
票
用
紙

に
二
〜
三
名
連
記
で
き
た
。
こ
の
制
度
が
女
性
議
員

数
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
、
翌
四
七
年
の
総
選

挙
が
中
選
挙
区
単
記
制
に
改
正
さ
れ
、
女
性
議
員
が

一
五
名
に
激
減
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

以
後
、
低
迷
が
続
い
て
い
た
が
、
一
九
九
六
年
の
第

四
一
回
総
選
挙
で
は
、
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制

に
改
正
さ
れ
、
小
選
挙
区
七
名
、
比
例
代
表
一
六
名
、

計
二
三
名
に
増
え
た
。
比
例
代
表
は
、
各
政
党
の
得

票
数
に
応
じ
て
当
選
者
数
が
割
り
当
て
ら
れ
、
各
政

党
が
提
出
し
た
名
簿
の
順
位
に
従
っ
て
当
選
者
が
決

ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
女
性
候
補
を
名
簿
の
上
位
に

置
け
ば
当
選
は
可
能
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
、
二
〇

〇
五
年
の
総
選
挙
で
女
性
議
員
が
増
え
た
の
は
、
比

例
代
表
制
が
主
な
要
因
で
あ
っ
た
。

■
進
出
を
促
す
比
例
代
表
制
と

ク
ォ
ー
タ
制
度

比
例
代
表
制
を
採
用
し
て
い
る
国
は
女
性
議
員
数

が
多
い
（
別
表
）。
I
P
U
の
二
〇
〇
五
年
一
〇
月

末
現
在
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
第
一
位
は
ル
ワ
ン
ダ
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
暫
定
国
会
の
た
め
の
特
異
現
象
で

あ
る
。
ル
ワ
ン
ダ
以
外
の
上
位
は
つ
ね
に
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー

ク
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
北
欧
諸
国
が
占
め
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
国
の
選
挙
制
度
は
い
ず
れ
も
比
例
代
表
制

で
あ
る
。
加
え
て
こ
れ
ら
の
国
で
は
、
女
性
の
議
会

海
外
に
お
け
る
女
性
と

選
挙
参
画
へ
の
方
策

〈別表〉世界女性国会議員比率ランキング�
　　　　　　　　　　　　　　　　　  2005.10.30現在�

ルワンダ�

スウェーデン�

ノルウェー�

フィンランド�

デンマーク�

オランダ�

スペイン�

キューバ�

コスタリカ�

モザンビーク�

�（出典）市川房江記念会�
（注）　　アミかけはG8（先進8か国）�
�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10

ドイツ�

カナダ�

イギリス�

アメリカ�

韓　国�

フランス�

イタリア�

ロシア�

日　本�

�

17�

46�

54�

79�

85�

96�

104�

122�

129

順位� 国� 順位� 国�
●プロフィール
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財団法人市川房枝記念会常務
理事、内閣府男女共同参画会
議議員。参議院議員市川房枝
公設第1秘書（1959～1968）、
財団法人婦選会館（現市川記
念会）事務局長を経て現職。
専門領域は女性の政治教育。
主な著書に『市川房枝たちの
理想選挙』『地方政治　47人
の挑戦』『WOMEN AND
POLITICS WORLDWIDE』
（いずれも共著）がある。
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進
出
を
確
保
す
る
た
め
、「
ク
ォ
ー
タ
（Q

u
ota

）

制
度
」
が
採
ら
れ
て
い
る
。

「Q
uota

」
は
、「
割
り
当
て
」
の
意
味
で
、「Q

uarter

」

（
四
分
の
一
）
で
は
な
い
。
ク
ォ
ー
タ
制
度
と
は
、
構

成
員
の
一
定
割
合
を
特
定
の
集
団
（
女
性
、
少
数
民

族
な
ど
）
に
割
り
当
て
る
制
度
で
、
議
員
数
に
お
け

る
ク
ォ
ー
タ
制
度
と
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に

法
律
で
制
度
化
し
て
い
る
国
と
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
よ
う
に
政
党
が
自
発
的
に
候
補
者
に

占
め
る
女
性
の
割
合
を
一
定
以
上
に
し
て
い
る
国
と
が

あ
る
。

多
く
の
国
は
、
法
律
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
政
党

が
内
部
規
定
を
設
け
て
い
る
。

議
員
の
ク
ォ
ー
タ
制
度
を
最
初
に
導
入
し
た
の
は

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
民
主
社
会
党
で
、
一
九
七
三
年
、
候
補

者
の
女
性
比
率
を
四
〇
％
以
上
と
し
た
。
現
在
で
は
多

く
の
政
党
に
広
が
っ
て
お
り
、
一
九
八
八
年
に
は
、
国

の
審
議
会
や
国
会
の
委
員
会
の
女
性
比
率
を
四
〇
％

以
上
と
す
る
男
女
平
等
法
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
一
九
九
四
年
の
選
挙
で
多

数
の
政
党
が
男
女
交
互
の
候
補
者
名
簿
を
作
成
し

た
。
そ
れ
以
外
の
政
党
で
も
候
補
者
の
ほ
ぼ
四
〇
％

は
女
性
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
緑
の
党
、
社
会
民
主

党
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
党
な
ど
も
同
じ
よ
う
な
試
み

を
行
っ
て
い
る
。

法
律
で
ク
ォ
ー
タ
制
度
を
導
入
し
て
い
る
代
表
例

は
、
二
〇
〇
六
年
六
月
に
制
定
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の

「
パ
リ
テ
法
」
で
あ
る
。「
パ
リ
テ
（P

arite

）」
と

は
、「
同
数
」
の
意
味
で
あ
り
、
候
補
者
を
男
女
同

数
と
す
る
よ
う
政
党
に
義
務
づ
け
た
。
こ
の
割
合
に

満
た
な
い
政
党
は
、
政
党
助
成
金
を
削
減
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
地
方
議
会
で
は
法
の
成
果
が
顕
著
に
出
て

い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
下
院
は
小
選
挙
区
制
で
あ
る

た
め
、
国
政
選
挙
で
の
成
果
は
大
き
く
な
い
。

韓
国
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
政
党
法
を
改
正
し
、
国
、

道
、
広
域
市
議
会
議
員
選
挙
の
比
例
代
表
選
挙
に
つ

い
て
、
女
性
候
補
を
三
〇
％
以
上
推
薦
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
ク
ォ
ー
タ
制
度
を
導
入
し
た
。
二

〇
〇
二
年
お
よ
び
二
〇
〇
四
年
の
法
改
正
で
、
こ
の

比
率
は
五
〇
％
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
選
挙
区
選

挙
に
お
い
て
も
女
性
候
補
を
三
〇
％
以
上
と
す
る
努

力
規
定
と
三
〇
％
以
上
と
し
た
場
合
の
政
党
助
成
金

の
加
算
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
五

年
六
月
に
は
、
ク
ォ
ー
タ
制
度
の
規
定
を
公
職
選
挙

法
に
移
し
、
市
、
郡
、
自
治
区
な
ど
の
基
礎
的
自
治

体
に
も
比
例
代
表
制
と
ク
ォ
ー
タ
制
度
を
導
入
し
、

さ
ら
に
政
党
助
成
金
の
加
算
措
置
も
強
化
し
た
。

■
格
差
是
正
の
根
拠
と
し
て
の
国
内
法
制

日
本
国
憲
法
は
男
女
平
等
の
選
挙
権
、
被
選
挙
権
、

公
職
就
任
権
を
保
障
し
て
い
る
。
し
か
し
、
政
治
権

力
の
座
は
男
性
が
占
め
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
日
本

の
み
な
ら
ず
世
界
共
通
の
現
象
で
あ
る
。

男
女
差
別
の
よ
う
に
、
歴
史
的
、
社
会
的
、
文
化

的
に
形
成
さ
れ
た
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、
現
在
不

利
益
を
被
っ
て
い
る
集
団
に
対
し
て
、
一
定
の
範
囲

で
特
別
な
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的

に
機
会
均
等
を
実
現
す
る
暫
定
的
な
措
置
を
ア
フ
ァ

ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
ま
た
は
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）
と
い
う
。
ク
ォ
ー
タ
制
度
は
そ

の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関

し
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
第
四
条
第
一
項
は
、
以
下

の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「
締
約
国
が
男
女
の
事
実
上
の
平
等
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
暫
定
的
な
特
別
措
置
を
と
る
こ
と

は
、
こ
の
条
約
に
定
義
す
る
差
別
と
解
し
て
は
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
い
か
な
る
意
味

に
お
い
て
も
不
平
等
な
又
は
別
個
の
基
準
を
維
持
し

続
け
る
こ
と
と
な
っ
て
は
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
措
置

は
、
機
会
及
び
待
遇
の
平
等
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た

時
に
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

す
な
わ
ち
男
女
格
差
是
正
の
た
め
、
特
別
に
女
性

を
登
用
し
て
も
逆
差
別
と
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
日

本
は
一
九
八
五
年
に
こ
の
条
約
を
批
准
し
た
。

わ
が
国
で
は
、
一
九
九
九
年
に
、
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
。
前
文
に
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
二
一
世
紀
の
わ
が
国
社
会
を
決
定

す
る
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
男
女
が
対
等
な
社

会
の
構
成
員
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参

画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
男
女
間
格
差
を

改
善
す
る
「
積
極
的
改
善
措
置
」
が
明
記
さ
れ
た
。

国
の
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
（
本
部
長
は
内
閣
総

理
大
臣
）
は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
二

〇
二
〇
年
ま
で
に
指
導
的
地
位
に
女
性
が
占
め
る
割

合
が
少
な
く
と
も
三
〇
％
程
度
に
な
る
よ
う
に
目
標

を
設
定
し
た
。

し
か
し
、
わ
が
国
で
は
、
パ
リ
テ
法
の
よ
う
な
法

律
を
制
定
す
る
見
通
し
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
比
例

代
表
制
の
下
で
政
党
自
身
が
ク
ォ
ー
タ
制
を
採
用
す

れ
ば
女
性
議
員
は
増
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
女

性
議
員
の
輩
出
は
、
選
挙
制
度
だ
け
で
な
く
、
男
女

が
共
に
仕
事
と
生
活
を
両
立
さ
せ
う
る
社
会
的
な
環

境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
北
欧
の
女
性
議
員
の
進
出

は
、
社
会
福
祉
等
こ
の
環
境
整
備
が
な
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
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神
戸
婦
人
有
権
者
連
盟

政
治
意
識
の
向
上
を
め
ざ
し
て

メ
イ
ン
事
業
と
し
て
毎
月
開
催
し
て
い
る
も
の
だ
。

「
女
性
の
政
治
意
識
と
教
養
の
向
上
を
図
り
、
有
権

者
と
し
て
の
自
覚
と
諸
問
題
の
判
断
力
を
身
に
つ
け

て
、
選
挙
で
の
一
票
の
質
を
高
め
る
の
が
勉
強
会
の

ね
ら
い
で
す
」
と
福
家
清
美
会
長
は
話
す
。

平
成
一
七
年
度
は
、「『
政
府
の
失
敗
』
と
『
市
場

の
失
敗
』」「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
と
政
治
体
制
」

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
展
」「
源
氏
・
平
家
と
阪
神
地
方
」

「
東
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
」「
ポ
ス
ト
小
泉
と

日
本
政
治
」「
戦
後
日
本
と
日
系
米
国
人
」
な
ど
、

政
治
や
国
際
情
勢
を
中
心
に
し
た
幅
広
い
テ
ー
マ
で

実
施
。
同
連
盟
の
顧
問
を
務
め
る
神
戸
大
学
の
野
口

寛
名
誉
教
授
を
は
じ
め
、
神
戸
学
院
大
学
の
谷
口
弘

行
前
学
長
、
帝
塚
山
大
学
の
伊
原
吉
之
助
名
誉
教
授
、

関
西
大
学
の
越
川
正
三
名
誉
教
授
、
園
田
女
子
学
園

大
学
の
田
辺
眞
人
教
授
、
関
西
学
院
大
学
の
森
脇
俊

雅
教
授
な
ど
、そ
う
そ
う
た
る
講
師
陣
を
招
い
て
い
る
。

「
日
本
の
政
治
や
米
国
、
中
国
、
中
近
東
、
歴
史
、

美
術
な
ど
の
テ
ー
マ
を
中
心
に
、
講
師
は
お
お
む
ね

固
定
し
て
い
ま
す
が
、
会
員
か
ら
の
要
望
で
新
た
な

テ
ー
マ
も
加
え
て
い
ま
す
。
新
し
く
お
願
い
し
た
先

生
は
、
勉
強
会
に
臨
む
会
員
の
真
剣
な
姿
勢
に
驚
か

れ
ま
す
」
と
福
家
会
長
は
説
明
す
る
。

勉
強
会
は
一
時
間
半
程
度
で
、
毎
回
三
〇
人
前
後

が
参
加
し
て
い
る
。
毎
月
の
勉
強
会
の
ほ
か
、
五
月

に
は
総
会
、
一
一
月
に
は
バ
ザ
ー
、
一
月
に
は
新
年

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
三
月
に
は
バ
ス
研
修
ツ

ア
ー
を
実
施
し
て
会
員
の
親
睦
を
深
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
常
時
啓
発
活
動
と
し
て
、
兵
庫
県
選
管

と
の
提
携
事
業
や
、
勉
強
会
の
結
果
を
ま
と
め
た
会

報
紙（
Ｂ
５
・
平
均
八
頁
・
二
〇
〇
部
）
の
発
行
な

ど
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
臨
時
啓
発
活
動
と
し
て
、

国
政
選
挙
の
候
補
者
へ
の
明
る
い
選
挙
実
践
な
ど
を

求
め
る
要
望
書
の
提
出
や
、
街
頭
で
の
投
票
参
加
呼

び
か
け
運
動
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。

方蘇春教授が講義した6月12日の「勉強会」

幅
広
い
テ
ー
マ
で
「
勉
強
会
」
を
開
催

六
月
一
二
日
午
後
一
時
三
○
分
。
神
戸
勤
労
会
館

の
会
議
室
で
「
勉
強
会
」
が
始
ま
っ
た
。
聖
泉
大
学

人
間
学
部
の
方
蘇
春
教
授
が
「
私
か
ら
見
た
中
近
東
」

を
テ
ー
マ
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
ラ

ク
な
ど
を
め
ぐ
る
複
雑
な
歴
史
や
宗
教
の
問
題
、
紛

争
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
。
参
加
し
た

五
〇
代
か
ら
九
〇
代
の
二
四
人
の
女
性
は
、
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。
一
時
間
ほ
ど
の
講
義
が
終
わ
る

と
、
参
加
者
は
講
師
に
次
々
と
質
問
を
ぶ
つ
け
る
。

「
平
和
を
求
め
る
は
ず
の
宗
教
が
な
ぜ
戦
争
の
原
因

に
な
る
の
か
」「
米
国
が
イ
ラ
ク
戦
争
を
始
め
た
真

の
ね
ら
い
は
何
か
」
│││
核
心
を
突
く
質
問
の
数
々

に
、
参
加
者
の
問
題
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

勉
強
会
は
、「
政
治
を
よ
く
知
っ
て
積
極
的
に
活

動
し
、
有
権
者
と
し
て
の
政
治
的
責
任
を
果
た
し
、

よ
り
よ
い
社
会
に
す
る
た
め
に
協
力
す
る
こ
と
」
を

目
的
に
活
動
し
て
い
る
神
戸
婦
人
有
権
者
連
盟
が
、
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け
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
も
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。

連
盟
は
女
性
参
政
の
動
き
と
と
も
に
歩
み
を
進
め

て
き
た
が
、
女
性
参
政
六
〇
周
年
を
迎
え
た
こ
と
に

対
し
、
七
五
歳
の
会
員
は
、「
参
政
権
を
得
た
頃
は
、

若
い
力
が
声
を
大
に
す
る
こ
と
で
日
本
や
未
来
を
変

え
て
い
け
る
と
の
夢
を
抱
き
ま
し
た
。
大
き
な
流
れ

に
安
易
に
身
を
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
二
一
世
紀
の

日
本
の
未
来
に
向
け
て
、
自
分
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

力
で
国
を
変
え
る
と
い
う
心
構
え
を
持
つ
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

「
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

野
を
持
っ
て
一
票
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
男
女
共
同
参
画
の
時
代
に
あ

っ
て
も
、
女
性
な
ら
で
は
の
使
命
感
と
プ
ラ
イ
ド
を

発
揮
し
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ

う
い
う
会
は

絶
対
必
要
な

の
で
、
ぜ
ひ

引
き
継
い
で

い
き
た
い
」

と
福
家
会
長

は
今
後
の
抱

負
を
語
っ
て

い
る
。

右から、福家清美会長、酒井和子顧問、河野洋子副会長

し
て
い
る
の
が
連
盟
の
特
色
だ
。
趣
旨
に
賛
同
す
る

有
権
者
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
る
。
会
員
は
神

戸
市
や
近
隣
市
在
住
の
五
〇
代
〜
八
〇
代
の
女
性
が

中
心
で
、
今
年
六
月
一
二
日
現
在
七
六
名
。
男
性
に

も
門
戸
を
開
い
て
お
り
、
一
名
の
男
性
会
員
が
い
る
。

活
動
は
、
①
会
員
の
年
会
費
三
〇
〇
〇
円
と
通
信

費
二
〇
〇
〇
円
、
②
賛
助
会
費
一
口
一
〇
〇
〇
円
、

③
勉
強
会
の
当
日
会
費
五
〇
〇
円
、
な
ど
で
運
営
。

兵
庫
県
選
管
か
ら
提
携
事
業
と
し
て
年
一
回
の
講
師

派
遣
や
神
戸
市
選
管
か
ら
勉
強
会
会
場
の
支
援
を
受

け
て
い
る
。

若
い
会
員
を
増
や
す
こ
と
が
課
題

様
々
な
分
野
の
有
識
者
か
ら
意
見
を
聞
く
勉
強
会

に
よ
っ
て
、
会
員
の
政
治
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
選
挙
候
補
者
へ
の
要
望
書

提
出
や
、
棄
権
防
止
の
呼
び
か
け
な
ど
の
臨
時
啓
発

活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
、
国
、
県
、
市
な
ど
か
ら

様
々
な
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
成
果
を
踏
ま
え
、
連
盟
が
目
標
と
す
る
理

念
を
さ
ら
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
に
は
、
会
員
を
増
や

し
、
活
動
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
会
員
の

高
齢
化
や
若
年
層
の
投
票
率
低
下
が
課
題
と
な
る

中
、
若
い
会
員
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ

て
い
る
。
口
コ
ミ
に
よ
る
勧
誘
が
中
心
で
、
母
親
や

友
人
に
誘
わ
れ
て
参
加
し
た
会
員
が
多
い
の
が
現
状

だ
が
、
勉
強
会
の
案
内
を
新
聞
に
掲
載
し
て
も
ら
う

な
ど
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
情
報
発
信
に
向

昭
和
二
五
年
四
月
の
発
足

政
治
に
高
い
関
心
を
持
っ
た
四
一
人
の
女
性
に
よ

っ
て
神
戸
婦
人
有
権
者
連
盟
が
発
足
し
た
の
は
、
昭

和
二
五
年
四
月
の
こ
と
だ
。
昭
和
二
一
年
に
女
性
が

参
政
権
を
獲
得
し
て
初
め
て
の
衆
議
院
選
挙
が
行
わ

れ
た
が
、
女
性
の
政
治
に
対
す
る
関
心
が
薄
い
と
の

指
摘
を
占
領
軍
兵
庫
軍
政
部
か
ら
受
け
た
。
軍
政
部

の
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
コ
レ
テ
ィ
女
史
が
通
訳
を
し
て

い
た
足
立
文
栄
さ
ん（
の
ち
の
連
盟
初
代
会
長
）
に

「
婦
人
の
政
治
啓
発
団
体
を
創
り
な
さ
い
」
と
い
っ

た
の
が
、
連
盟
発
足
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
。

「
足
立
初
代
会
長
と
と
も
に
設
立
の
中
心
と
な
っ

た
母
里
美
枝
第
二
代
会
長
に
よ
れ
ば
、
親
睦
で
は
な

く
明
確
な
活
動
の
目
的
を
持
っ
た
し
っ
か
り
し
た
会

に
す
る
こ
と
と
、
神
戸
市
全
体
に
向
か
っ
て
の
啓
発

活
動
に
は
有
能
な
婦
人
が
二
〇
人
か
三
〇
人
い
れ
ば

充
分
で
、『
量
よ
り
質
の
良
い
人
を
集
め
な
さ
い
』

と
コ
レ
テ
ィ
さ
ん
に
い
わ
れ
、
参
加
者
を
募
っ
た
そ

う
で
す
。
母
里
元
会
長
は
、
平
成
七
年
一
月
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
、
ま
た
、
多
く
の

会
員
が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
悲
し

み
と
困
難
を
乗
り
越
え
、
震
災
発
生
半
年
後
に
は
勉

強
会
を
再
開
し
ま
し
た
。
勉
強
会
は
、
連
盟
が
発
足

し
て
か
ら
五
五
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
」
と
前
会
長

の
酒
井
和
子
顧
問
は
振
り
返
る
。

「
一
党
一
派
に
偏
さ
な
い
。
た
だ
し
個
人
と
し
て

は
特
定
の
政
党
を
支
持
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
」
と
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二
種
類
あ
る
。
連
邦
議
会
が
可
決
し
た
す
べ
て
の
憲

法
改
正
と
国
際
機
関
ヘ
の
加
盟
に
関
し
て
は
、
義
務

的
レ
フ
ア
レ
ン
ダ
ム
と
し
て
自
動
的
に
国
民
投
票
に

付
さ
れ
、
国
民
に
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

連
邦
議
会
が
可
決
し
た
法
律
に
関
し
て
は
、
九
〇
日

以
内
に
有
権
者
五
万
人
以
上
の
署
名
が
集
ま
る
か
、

連
邦
を
構
成
す
る
八
以
上
の
州
が
要
求
す
れ
ば
、
任

意
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
成
立
し
て
投
票
に
付
さ
れ

る
。
国
民
投
票
案
件
は
年
一
〇
件
前
後
あ
る
か
ら
、

選
挙
よ
り
は
る
か
に
頻
繁
で
あ
る
。
州
や
コ
ミ
ュ
ー

ン
に
お
け
る
住
民
投
票
の
対
象
は
、
連
邦
に
比
べ
広

範
囲
と
な
る
。
例
え
ば
、
一
定
額
以
上
の
財
政
支
出

に
は
通
常
住
民
投
票
に
よ
る
同
意
が
必
要
だ
か
ら
、

住
民
投
票
は
日
常
茶
飯
事
に
な
る
。
二
〇
一
〇
年
の

冬
季
五
輪
誘
致
に
名
乗
り
を
上
げ
て
い
た
ベ
ル
ン
市

が
途
中
で
辞
退
し
た
の
は
、
住
民
投
票
の
結
果
必
要

な
財
政
支
出
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
だ
。
ジ
ュ
ネ

ー
ヴ
市
が
交
通
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ

た
レ
マ
ン
湖
の
東
西
を
結
ぶ
橋
の
建
設
は
、
住
民
投

票
で
否
決
さ
れ
、
ご
破
算
に
な
っ
た
。

憲
法
の
改
正
や
法
律
の
制
定
改
廃
を
住
民
が
請
求

す
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
国
民
発
議
権
）
も
、
直
接
民

主
制
に
と
っ
て
重
要
な
制
度
で
あ
る
。
連
邦
レ
ベ
ル

で
は
連
邦
憲
法
だ
け
が
対
象
と
な
り
、
一
八
カ
月
以

内
に
有
権
者
一
〇
万
人
以
上
の
署
名
が
集
ま
れ
ば
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
成
立
し
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
付

さ
れ
る
。
州
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
は
有
権
者
の
数
に
応

じ
て
一
定
の
署
名
が
集
ま
れ
ば
成
立
し
、
そ
の
対
象

は
州
法
の
制
定
改
廃
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
ス
イ
ス
で
は
、
議
会
が

最
高
の
議
決
機
関
と
い
う
間
接
民
主
制
の
国
と
は
違

っ
て
、
議
会
は
住
民
が
直
接
判
定
を
下
す
た
め
の
お

膳
立
て
を
す
る
機
関
に
と
ど
ま
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

直
接
民
主
制
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
の
は
、
人

口
規
模
が
小
さ
い
せ
い
も
あ
る
。
ス
イ
ス
に
は
九
州

と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
に
愛
知
県
並
み
の
七
〇
〇
万
人
余

り
が
住
ん
で
い
る
。
州
は
二
三
あ
る
が
、
人
口
一
〇

〇
万
規
模
の
大
規
模
州
は
二
つ
し
か
な
い
。
住
民
総

会
が
あ
る
州
の
人
口
は
三
万
〜
五
万
程
度
だ
。
コ
ミ

ュ
ー
ン
は
約
二
九
〇
〇
も
あ
り
、
平
均
人
口
規
模
は

二
二
〇
〇
人
程
度
で
し
か
な
い
。

ス
イ
ス
の
直
接
民
主
制
に
は
、
国
民
が
直
接
、
政

治
的
な
決
定
に
参
加
で
き
る
と
い
う
大
き
な
利
点
が

あ
る
。
し
か
し
、
有
権
者
は
、
判
断
が
つ
き
に
く
い

採
決
項
目
に
は
反
対
票
を
投
じ
る
と
い
う
傾
向
に
あ

り
、
過
去
の
投
票
の
結
果
、
約
半
分
の
採
決
項
目
は

否
決
さ
れ
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
一
割
し
か
信
任
さ

れ
て
い
な
い
。
平
均
投
票
率
は
お
よ
そ
四
割
で
あ
る
。

い
ま
だ
健
在
、ス
イ
ス
の
直
接
民
主
制

日
本
で
も
自
治
会
や
町
内
会

は
全
員
参
加
の
総
会
で
物
事
を

決
め
る
例
が
珍
し
く
な
い
が
、

自
治
体
か
ら
州
、
連
邦
に
至
る

ま
で
直
接
民
主
制
を
貫
い
て
い

る
国
は
ス
イ
ス
く
ら
い
の
も
の

だ
ろ
う
。
ス
イ
ス
で
も
、
連
邦

や
州
に
は
議
会
が
あ
る
し
、
市

町
村
に
相
当
す
る
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
も
規
模
の
大
き
い

と
こ
ろ
は
議
会
が
あ
る
。
し
か
し
、
重
要
事
項
は
市

民
が
直
接
決
め
る
と
い
う
の
が
、
ス
イ
ス
の
伝
統
だ
。

コ
ミ
ュ
ー
ン
の
八
割
は
、
住
民
総
会
が
最
高
の
意
思

決
定
機
関
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
年
一
回
開
い
て
重

要
事
項
を
決
め
る
。
州
レ
ベ
ル
で
も
山
岳
地
帯
の
人

口
の
少
な
い
州
で
は
、
今
で
も
住
民
総
会
を
開
い
て
、

州
法
の
制
定
や
州
財
政
の
決
定
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
住
民
総
会
は
、
一
三
世
紀
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家

か
ら
自
治
を
勝
ち
取
っ
た
頃
か
ら
の
伝
統
で
あ
る
。

連
邦
や
大
半
の
州
で
は
さ
す
が
に
住
民
総
会
と
い

う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
レ
フ
ァ

レ
ン
ダ
ム
（
国
民
・
住
民
投
票
制
度
）
が
あ
る
。
連

邦
レ
ベ
ル
で
は
年
四
回
実
施
さ
れ
、
義
務
と
任
意
の

ベルン� い
ま
だ
健
在
、ス
イ
ス
の
直
接
民
主
制
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若
者
を
中
心
と
し
た
政
治
へ
の
無
関
心
は
、
多
く
の
先
進
国
が
共
通
に
抱
え
る
問
題
で
す
。
ド
イ
ツ
も

日
本
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
若
年
層
の
投
票
率
の
低
下
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、
ド
イ
ツ
に
は
、

世
界
に
類
の
な
い
政
治
教
育
と
呼
ば
れ
る
民
主
主
義
の
た
め
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
5
回
に
わ
た
っ
て
、
選
挙
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
ド
イ
ツ
の
政
治
教
育
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
私
た
ち
と
共
通
す
る
問
題
に
対
し
て
ド
イ
ツ
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
知
る

と
こ
ろ
か
ら
、
ひ
る
が
え
っ
て
日
本
の
社
会
の
現
状
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は
、
よ
り
民
主
的
な
社
会
を
築

く
方
法
に
つ
い
て
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

■
政
治
教
育
と
い
う
言
葉

日
本
に
暮
ら
し
て
い
る
私
た
ち
の
普
通
の
語
感
で

は
、「
政
治
教
育
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
厳
め
し
い

と
い
う
か
、
少
し
い
か
が
わ
し
い
雰
囲
気
さ
え
漂
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
学
校
の
時
間

割
の
中
に
「
政
治
教
育
」
と
い
う
時
間
が
あ
っ
た
ら
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
驚
い
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

ド
イ
ツ
で
は
違
い
ま
す
。
私
が
二
〇
〇
三
年
か
ら

〇
四
年
に
か
け
て
滞
在
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州

で
は
、
す
べ
て
の
学
校
に
文
字
ど
お
り
「
政
治
教
育

（politische
B
ildung

）」
と
い
う
時
間
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
で
い
う
と
中
学
校
の
公
民

や
高
校
の
政
治
・
経
済
に
あ
た
る
教
科
の
名
前
で
す

が
、
こ
の
言
葉
は
、
も
っ
と
広
く
、
学
校
の
内
外
で
行

わ
れ
る
市
民
の
政
治
的
判
断
能
力
と
政
治
参
加
の
能

力
を
育
て
る
教
育
全
般
を
指
し
て
も
使
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
教
育
活
動
は
、
民
主
主
義
を
守
り
、
ま

た
発
展
さ
せ
る
た
め
に
と
て
も
大
切
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
人
々
が
、
政
治
を
汚
い
も
の
、
で

き
る
だ
け
距
離
を
と
っ
た
方
が
良
い
も
の
で
あ
る
か

の
よ
う
に
感
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
民
主
主
義
は
空
洞
化

し
て
い
く
と
い
う
の
が
、
ナ
チ
ズ
ム
の
悲
惨
な
経
験

か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
で
す
。
政
治
を
良
く
知
り
、
そ
れ

に
積
極
的
に
参
加
す
る
市
民
を
育
て
る
政
治
教
育
は
、

ま
さ
に
ド
イ
ツ
の
民
主
主
義
の
生
命
線
な
の
で
す
。

■
政
府
機
関
と
し
て
の
政
治
教
育
セ
ン
タ
ー

政
治
教
育
の
国
ド
イ
ツ
で
は
、
か
つ
て
の
首
都
ボ

ン
に
内
務
省
管
轄
の
連
邦
政
治
教
育
セ
ン
タ
ー
が
置

か
れ
て
い
る
ほ
か
、
各
州
に
も
州
立
の
政
治
教
育
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
機
関
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
自

ら
政
治
教
育
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
ほ
か
、
学
校
の
教
員
に
向
け
た
情
報
提

供
や
新
し
い
政
治
教
育
教
材
の
開
発
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
連
邦
政
治
教
育
セ
ン
タ
ー
が
ほ
ぼ
毎

週
発
行
す
る
『
政
治
と
現
代
史
か
ら
』
は
、
世
界
の

多
く
の
研
究
者
が
目
を
通
す
優
れ
た
政
治
雑
誌
で
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
政
府
機
関
が
政
治
教
育
を
行

う
と
聞
く
と
、
日
本
の
読
者
の
中
に
は
、
そ
れ
で
は

政
府
に
都
合
の
良
い
こ
と
ば
か
り
が
教
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
、
と
心
配
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ド
イ
ツ
に
も
、
そ
う
い
う
不
信

の
声
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
冷
戦
時

代
に
は
、
連
邦
政
治
教
育
セ
ン
タ
ー
は
保
守
的
だ
と

評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
、

少
な
く
と
も
セ
ン
タ
ー
が
存
在
す
る
こ
と
へ
の
批
判

を
聞
く
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

ド
イ
ツ
は
論
争
文
化
の
国
で
す
か
ら
、
こ
う
し
た

政
治
を
よ
く
知
り
、

そ
れ
に
参
加
す
る

市
民
を
育
て
る
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批
判
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
の
方
が
む
し
ろ
不
思
議
な

く
ら
い
で
す
が
、
そ
こ
に
は
、
や
は
り
個
々
の
政
策

批
判
も
含
む
多
様
な
見
解
が
政
治
教
育
と
い
う
場
で

表
明
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
背
景
に
は
、
冷
戦
の
終
結
と
い
う
世
界
情
勢

の
変
化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
民
主
主
義
の
安
定
と

い
う
要
因
が
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
ド
イ
ツ
で
は
、
連
邦
政
府
で
も
各
州
政
府

で
も
政
権
交
代
が
比
較
的
容
易
に
起
こ
り
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
て
教
育
と
い
う
営
み
に
は
一
定
の
継
続
性

が
必
要
で
、
大
き
な
変
化
は
な
じ
み
ま
せ
ん
。
内
容

が
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
っ
て
は
、
信
用
を
失
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
政
治
教
育
に
お
い
て
は
多
様
な

主
張
が
い
つ
も
表
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
対

立
す
る
見
解
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
紹
介
さ
れ
る
こ
と

で
、
全
体
的
に
見
て
中
立
性
が
保
た
れ
る
の
で
す
。

ま
た
、
た
し
か
に
主
要
な
政
党
間
に
は
世
界
観
や

価
値
観
の
相
違
が
あ
り
ま
す
が
、
彼
ら
の
あ
い
だ
に

は
、
そ
う
し
た
相
違
は
民
主
的
手
続
き
に
よ
っ
て
調

整
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
あ
り
ま

す
。
ち
な
み
に
ド
イ
ツ
語
で
は
、「
妥
協
」
や
「
譲

歩
」
と
い
う
言
葉
は
良
い
意
味
で
使
わ
れ
ま
す
。

政
治
教
育
は
、
民
主
主
義
を
支
え
発
展
さ
せ
る
た

め
の
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
自
身
が
成
熟
し

た
民
主
主
義
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て

よ
い
で
し
ょ
う
。

■
政
治
教
育
コ
ン
ク
ー
ル

次
に
、
連
邦
政
治
教
育
セ
ン
タ
ー
の
具
体
的
な
活

動
例
と
し
て
、一
九
七
一
年
以
来
続
け
ら
れ
て
い
る
政

治
教
育
コ
ン
ク
ー
ル
に
注
目
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

こ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
毎
年
、
五
つ
か
ら

六
つ
の
課
題
が
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
「
私
た
ち
も
政
治
参
加
す
る
」
や
「
テ

レ
ビ
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
現
実
？
　
そ
れ
と
も
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
？
」、
あ
る
い
は
「
障
害
者
と
の
共
生
」

と
い
っ
た
よ
う
な
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
テ
ー
マ
が
選
ば

れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
参
加
す
る
生
徒
は
、

ク
ラ
ス
ご
と
に
こ
れ
ら
の
課
題
か
ら
一
つ
を
選
び
、

教
師
の
指
導
も
受
け
な
が
ら
、
し
か
し
基
本
的
に
は

自
分
た
ち
で
数
カ
月
に
わ
た
っ
て
研
究
を
進
め
、
そ

の
成
果
を
連
邦
政
治
教
育
セ
ン
タ
ー
に
報
告
し
ま
す
。

そ
し
て
、
独
創
性
や
説
得
力
、
さ
ら
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
巧
み
さ
と
い
っ
た
観
点
か
ら
優
秀
と
認
め

ら
れ
る
と
、
た
と
え
ば
パ
リ
や
プ
ラ
ハ
へ
の
研
究
旅

行
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
連
邦
政
治
教
育
セ
ン
タ
ー

と
学
校（
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
）
と
が
協
力
し
て
行

う
教
育
活
動
で
す
が
、
二
〇
〇
四
年
度
に
は
全
国
か

ら
二
三
四
〇
件
の
応
募
を
集
め
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

大
き
な
成
功
を
収
め
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
も
う
少
し
高
い
年
齢
層
を
対
象
に
し
た
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
二
〇
〇
二
年
に
実
施
さ
れ
た
「
民

主
主
義
を
売
り
込
も
う
（B

randing
D
em
ocracy

）」

が
目
を
ひ
き
ま
す
。
芸
大
な
ど
に
通
う
大
学
生
を
対

象
に
し
た
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
は
、
民
主
主

義
の
ブ
ラ
ン
ド
を
制
作
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

現
代
人
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
衣
類
や
自
動
車
か

ら
食
品
ま
で
様
々
な
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
に
囲
ま
れ
て

生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
売
る
こ
と
も
買

う
こ
と
も
で
き
な
い
民
主
主
義
の
た
め
に
お
金
を
払

う
人
や
、
ブ
ラ
ン
ド
を
作
ろ
う
と
す
る
人
は
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
で
は
日
々
の
生
活
の
な
か
で
、
民
主
主
義

は
他
の
商
品
と
の
競
争
に
敗
れ
、
私
た
ち
の
関
心
を

引
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
民
主
主

義
の
重
要
性
を
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
自
分
た
ち
で
ブ
ラ
ン
ド
を
作
っ
て
売
り
込
も
う
、

と
い
う
わ
け
で
す
。

お
気
づ
き
の
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
急
速
な
社
会
の

市
場
化
に
対
す
る
風
刺
も
少
し
ば
か
り
効
い
て
い
ま

す
。
政
治
教
育
は
知
的
で
魅
力
的
で
な
け
れ
ば
、
効

果
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

さ
て
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
一
八
〇
件
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
第
一
位
に
選
ば
れ
た
の
は
、
ベ
ル

リ
ン
芸
術
大
学
に
学
ぶ
女
子
大
生
の
作
品
で
し
た
。

「
民
主
主
義
っ
て
、
私
の
小
さ
な
妹
み
た
い
。
い
つ

も
『
ど
う
し
て
？
』
っ
て
聞
い
て
く
る
」

こ
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
使
命
と
す
る
政
治
教
育

セ
ン
タ
ー
は
、
選
挙
教
育
に
も
熱
心
で
す
。

次
回
は
、
こ
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
選
挙
教
育
に
つ

い
て
詳
し
く
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「民主主義を売り込もう」コンクールで１等
を受賞したマクダレーナ・カレンベルガーさん
の作品。（連邦政治教育センター提供）

民主主義って、私の小さな妹みたい。いつも
「どうして？」って聞いてくる。

民主主義は意見を必要としている。
そしてあなたを。
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っ
た
く
対
等
の
関
係
に
あ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
、
い
か
に
上

手
く
話
す
か
が
真
っ
先
に
頭
に
浮
か

ぶ
。
し
か
し
、
話
す
こ
と
に
気
を
と
ら

れ
聞
く
こ
と
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
て

は
、
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

成
り
立
た
な
い
。「
話
す
の
は
難
し
い

が
聞
く
ぐ
ら
い
な
ら
、
私
に
も
で
き
る
」

こ
ん
な
声
を
耳
に
す
る
か
と
思
う
と
、

「
話
し
ベ
タ
と
ば
か
り
思
い
込
ん
で
い

た
が
、
実
は
聞
き
ベ
タ
だ
っ
た
の
に
気

が
つ
い
た
」
と
い
う
人
も
い
る
。
事
実
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
か

な
い
ケ
ー
ス
で
は
、
聞
き
方
に
問
題
が

あ
る
こ
と
が
多
い

実
際
の
と
こ
ろ
、
話
す
の
が
難
し
け

れ
ば
、
聞
く
の
も
難
し
い
の
で
あ
る
。

話
す
の
が
働
き
か
け
な
ら
、
聞
く
の
も

受
け
身
で
は
な
く
、
働
き
か
け
な
の
で

あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
は
、
一
方
的
に
話

を
し
た
り
、
相
手
の
話
を
き
ち
ん
と
聞

い
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
な
の
で
あ

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良
好
に

保
つ
た
め
に
は
、「
話
す
技
術
」
と
同

時
に
「
聞
く
技
術
」
を
身
に
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

人
を
動
か
す
、
す
な
わ
ち
人
を
そ
の

気
に
さ
せ
行
動
さ
せ
る
力
が
、
聞
き
手

コミュニケーションの
基本を身につける

第2回�
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会
話
の
基
本
は

相
手
の
目
を
見
て
話
す

メ
ー
ル
全
盛
時
代
だ
が
、
人
の
心
を

捉
え
る
に
は
、
直
接
会
っ
て
話
す
の
が

一
番
で
あ
る
。
会
っ
て
話
せ
ば
理
解
が

早
い
。
メ
ー
ル
は
、
手
軽
で
便
利
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
で
あ

る
。
ケ
ー
タ
イ
で
も
簡
単
に
で
き
る
た

め
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
メ
ー
ル
の
や
り

と
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
メ
ー
ル
に
頼

り
す
ぎ
る
傾
向
が
出
て
い
る
。
ド
イ
ツ

の
諺
に
「
書
面
は
顔
を
赤
ら
め
な
い
」

と
い
う
の
が
あ
る
が
、
対
面
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
顔
、
表
情
、
視

線
な
ど
が
言
葉
に
心
を
か
よ
わ
せ
る
働

き
を
す
る
。
同
時
に
、
言
葉
以
外
の
要

素
は
、
相
手
の
目
に
強
い
印
象
を
与
え

る
。
目
か
ら
入
る
刺
激
に
、
人
は
強
く

影
響
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
液
晶
の
画
面

い
っ
ぱ
い
に
涙
の
記
号
を
写
し
出
し
て

も
、
目
の
前
に
い
る
相
手
の
目
か
ら
こ

ぼ
れ
る
、
一
粒
の
涙
に
は
か
な
わ
な
い
。

人
と
話
を
す
る
場
合
、
お
互
い
に
目
と

目
を
合
わ
せ
て
話
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

話
し
上
手
は
聞
き
上
手

会
話
で
は
、「
話
す
」「
聞
く
」
は
ま

に
備
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

聞
く
能
力
が
高
い
と
、
相
手
の
言
わ
ん

と
す
る
と
こ
ろ
が
わ
か
る
の
で
、
話
し

が
よ
く
か
み
合
う
の
で
あ
る
。
逆
に
、

聞
く
能
力
が
低
い
と
、
会
話
は
行
き
違

っ
て
し
ま
う
。
話
し
手
は
、
聞
き
手
が

ど
ん
な
態
度
で
話
を
聞
い
て
い
る
か

に
、
強
く
影
響
さ
れ
る
。
あ
な
た
が
話

し
て
い
る
と
き
、
相
手
の
目
が
キ
ョ
ロ

キ
ョ
ロ
動
い
て
い
た
ら
ど
ん
な
気
分
に

な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
一
所
懸
命
話
し

て
い
る
の
に
、
相
手
か
ら
は
「
う
ん
」

と
も
「
す
ん
」
と
も
反
応
が
な
い
。
こ

の
場
合
も
、「
こ
の
人
は
ち
ゃ
ん
と
聞

い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
心
配
に
な

っ
て
、
だ
ん
だ
ん
話
す
気
が
し
な
く
な

っ
て
く
る
。

い
ず
れ
の
場
合
も
話
し
に
く
く
、
簡

単
に
話
せ
る
こ
と
で
も
、
手
間
取
っ
て

し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
次
の
よ
う
な
聞

き
方
を
さ
れ
る
と
、
気
持
ち
が
落
ち
着

き
安
心
し
て
話
せ
る
よ
う
に
な
る
。

・
き
ち
ん
と
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
。

・
要
所
要
所
で
あ
い
づ
ち
を
打
っ
て
く

れ
る
。

・
生
き
生
き
し
た
表
情
を
向
け
て
い
る
。

「
話
す
」
と
「
聞
く
」
は

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル



え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
頼
み
事
を
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
場
合
も
出
て
く
る
。

相
手
の
立
場
に
な
っ
て
と
い
う
が
、

こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
。
人
間
と
か

く
自
分
中
心
で
あ
り
、
上
司
と
も
な
る

と
、
つ
い
我
が
儘
も
出
る
。
や
っ
て
欲

し
い
こ
と
が
あ
る
と
、
相
手
の
都
合
な

ど
お
か
ま
い
な
し
に
、
用
件
を
持
ち
出

す
上
司
も
い
る
の
で
あ
る
。
上
司
に
な

る
と
、
自
分
か
ら
は
挨
拶
も
せ
ず
、
ひ

ど
い
場
合
は
部
下
が
挨
拶
し
て
も
ろ
く

に
返
事
も
し
な
い
人
が
い
る
。
自
分
か

ら
何
か
を
発
し
て
こ
そ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
始
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
挨

拶
は
大
切
な
出
発
点
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

自
分
か
ら
部
下
に
対
し
て
積
極
的
に
挨

拶
す
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
だ
。

お
は
よ
う
く
ら
い
、
誰
だ
っ
て
言
っ

て
い
る
。
何
を
今
更
と
、
訝
る
む
き
も

あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
習
慣
や
形
式
に

流
れ
て
、
単
に
声
だ
け
出
し
て
い
る
、

と
い
っ
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
恐
れ
も

あ
る
。

気
持
ち
を
込
め
て
「
こ
ち
ら
か
ら
先

に
」「
相
手
の
目
を
見
て
」「
話
し
か
け

た
直
後
の
相
手
の
反
応
を
し
っ
か
り
と

ら
え
て
」
の
三
点
を
留
意
し
た
「
お
は

よ
う
」
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
自
ら
に

問
い
か
け
て
欲
し
い
。
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相
手
に
話
し
か
け
た
と
き
に
無
視
さ

れ
た
り
、
自
分
の
方
を
見
て
話
し
て
も

ら
え
な
か
っ
た
り
、
そ
っ
け
な
い
態
度

で
返
事
を
さ
れ
た
な
ら
ば
、
話
し
手
は

そ
の
人
に
対
し
て
あ
ま
り
よ
い
感
情
を

抱
か
な
い
。逆
に
、話
し
か
け
た
相
手
が
、

自
分
の
方
を
見
て
、
し
っ
か
り
と
話
を

聞
い
て
く
れ
れ
ば
、
安
心
感
、
満
足
感
を

も
っ
て
話
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
く
れ
て
い
る
と
い

う
手
応
え
が
感
じ
ら
れ
、
自
信
を
持
っ

て
話
せ
る
よ
う
に
な
る
。
ど
ん
な
態
度

で
聞
く
か
で
、
話
し
手
は
変
化
す
る
の

で
あ
る
。「
話
す
」「
聞
く
」
は
一
連
の

動
作
で
あ
り
、
会
話
と
は
相
手
と
の
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
あ
る
。

短
い
話
で
も
、
そ
の
場
を
た
ち
ま
ち

楽
し
く
す
る
。
思
わ
ず
ニ
ヤ
リ
と
し
た

り
、
笑
い
出
し
た
く
な
っ
た
り
す
る
。

そ
れ
は
「
ジ
ョ
ー
ク
」
で
あ
る
。

ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
時
代
に
、
大

統
領
の
令
嬢
が
風
邪
を
引
い
て
病
院
に

行
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
に
、「
注
射
を
打

つ
か
ら
、
ご
両
親
の
了
解
を
と
っ
て
欲

し
い
」
と
言
わ
れ
た
。
早
速
、
母
親
に

電
話
す
る
と
、
ヒ
ラ
リ
ー
夫
人
い
わ
く
、

「
マ
マ
は
忙
し
い
か
ら
、
パ
パ
に
電
話

し
な
さ
い
」。
現
役
の
大
統
領
が
忙
し

く
な
い
わ
け
が
な
い
。
で
も
、
し
っ
か

り
者
の
ヒ
ラ
リ
ー
夫
人
の
姿
が
ち
ら
つ

い
た
り
も
す
る
。「
ま
さ
か
」「
も
し
か

し
て
」
と
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の

ジ
ョ
ー
ク
の
お
も
し
ろ
さ
が
あ
る
の

だ
。
し
か
し
、
こ
の
ジ
ョ
ー
ク
の
お
も

し
ろ
さ
が
分
か
ら
な
い
人
も
い
る
で
あ

ろ
う
。
た
と
え
少
々
つ
ま
ら
な
い
ジ
ョ

ー
ク
で
も
聞
き
手
が
気
持
ち
よ
く
笑
っ

て
く
れ
れ
ば
、
話
し
手
は
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
気
持
で
本
題
に
は
い
る
こ
と
が
で

き
る
。
話
し
手
は
何
よ
り
、
聞
き
手
の

反
応
を
気
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
話
す
」「
聞
く
」
の
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
は
、
し
ば
し
ば
聞
き

手
が
主
導
権
を
握
る
こ
と
が
あ
る
。
会

話
が
活
気
づ
き
、
変
化
に
富
む
か
ど
う

か
は
、
言
葉
の
返
し
方
に
よ
っ
て
決
ま

る
こ
と
も
多
い
の
で
あ
る
。
ボ
ー
ル
を
投

げ
て
も
、
気
の
な
い
返
し
方
を
さ
れ
た

の
で
は
、
こ
ち
ら
も
調
子
が
出
て
こ
な

い
。
返
し
て
く
れ
て
も
、
話
を
合
わ
せ
て

ば
か
り
い
た
り
、
お
う
む
返
し
す
る
だ
け

で
は
、
退
屈
で
思
わ
ず
あ
く
び
が
出
て

し
ま
う
。
あ
な
た
の
返
し
方
次
第
で
、
会

話
は
元
気
に
な
り
平
板
な
や
り
と
り
か

ら
抜
け
出
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

挨
拶
は
大
切
な
出
発
点

土
光
敏
夫
氏
が
東
芝
社
長
の
時
代
の

話
に
、「
会
社
に
着
い
た
そ
の
瞬
間
が

大
切
だ
。
ま
ず
大
き
な
声
で
『
お
は
よ

う
』
を
や
る
。
で
き
る
だ
け
顔
の
筋
肉

を
緩
め
て
や
る
。
つ
い
で
に
冗
談
を
飛

ば
す
。
あ
ち
こ
ち
か
ら
笑
い
声
が
上
が

る
よ
う
な
ら
大
成
功
」
が
あ
る
。

朝
一
番
、
自
分
か
ら
「
お
は
よ
う
」

と
部
下
に
声
を
か
け
る
。
何
の
変
哲
も

な
い
こ
の
行
為
が
、
人
間
関
係
を
つ
く

る
上
で
、
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
こ

と
を
意
識
し
て
い
る
人
が
ど
れ
く
ら
い

い
る
だ
ろ
う
か
。

上
司
と
部
下
の
間
で
は
つ
い
つ
い
壁

が
で
き
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。「
黙

っ
て
オ
レ
に
つ
い
て
来
い
」
の
時
代
な

ら
上
意
下
達
で
組
織
が
機
能
し
た
だ
ろ

う
が
、
今
の
時
代
そ
れ
は
通
じ
な
い
。

そ
も
そ
も
「
話
す
」「
聞
く
」
の
や
り

と
り
が
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
に
は
、
上
下

の
関
係
で
は
な
く
、
水
平
の
関
係
が
求

め
ら
れ
る
。
上
か
ら
下
へ
の
一
方
通
行

で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
双
方
向

性
が
機
能
し
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ど
の
職
場
で
も
省
力
化
が
進
み
、
人
不

足
の
時
代
で
あ
る
。
ひ
ま
を
も
て
あ
ま

し
て
い
る
職
員
な
ど
い
る
は
ず
も
な
く
、

お
互
い
多
忙
な
身
で
あ
る
。
上
に
立
つ

者
は
、
忙
し
く
仕
事
に
向
か
っ
て
い
る

部
下
に
、
な
お
あ
れ
こ
れ
と
指
示
を
与
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行政組織のスリム化を目指す行政改革推進
法など行革関連5法が成立しました。5～
10年先を見据えて、政府系金融機関改革
や国家公務員の削減などの工程を定めてお
り、新政権に改革の継承を求めるものです。

●
「
行
政
改
革
」
と
は
？

現
代
国
家
は
、
国
民
の
福
利
増
進
の
た
め
に
積
極

的
に
活
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す（
福
祉
国
家
、

行
政
国
家
）。
そ
の
結
果
、
必
要
以
上
に
国
家
の
行

政
機
構
が
肥
大
化
し
、
財
政
赤
字
が
増
大
す
る
と
い

う
問
題
が
生
じ
て
き
ま
す
。
先
進
諸
国
に
お
い
て
は
、

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
こ
の
よ
う
な
傾
向
の
転

換
を
迫
ら
れ
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
今
日
に
至

る
ま
で
、
行
政
の
効
率
的
運
営
を
図
る
た
め
の
改
革

が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。「
行
政
改
革
」
と
は
、
広
く

は
こ
の
よ
う
な
動
き
を
一
般
的
に
指
す
も
の
で
す
。

●
わ
が
国
に
お
け
る
行
政
改
革
の
流
れ

日
本
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
臨
時
行
政
調
査
会

（
第
二
次
臨
調
）
を
中
心
に
行
政
改
革
の
推
進
に
着

手
し
た
も
の
の
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
む
し
ろ
大
型

公
共
事
業
を
通
じ
て
景
気
回
復
を
図
る
施
策
が
採
用

さ
れ
た
た
め
、
財
政
赤
字
は
膨
脹
し
続
け
、
諸
外
国

の
行
政
改
革
の
動
き
に
大
き
く
遅
れ
を
と
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

平
成
八
年
に
橋
本
内
閣
の
下
で
行
政
改
革
会
議
が

設
置
さ
れ
、
平
成
一
〇
年
に
成
立
し
た
「
中
央
省
庁

等
改
革
基
本
法
」
を
受
け
て
平
成
一
三
年
一
月
に
中

央
省
庁
再
編
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
特
殊
法
人
、
公

務
員
制
度
、
国
・
地
方
間
の
役
割
分
担
と
税
財
源
な

ど
の
課
題
は
積
み
残
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、
平
成
一
七
年

ま
で
を
集
中
改
革
期
間
と
す
る
「
行
政
改
革
大
綱
」

（
平
成
一
二
年
一
二
月
一
日
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
小
泉
政
権
下
に
お
い
て
、
行
政
改

革
は
構
造
改
革
の
重
要
な
柱
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
平

成
一
六
年
一
二
月
二
四
日
に
は
「
今
後
の
行
政
改
革

の
方
針
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
郵
政
民

営
化
、
道
路
公
団
の
民
営
化
、
独
立
行
政
法
人
の
統

廃
合
、
三
位
一
体
改
革
等
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

●
行
政
改
革
推
進
法
の
位
置
づ
け

自
民
党
総
裁
と
し
て
の
任
期
切
れ
を
今
年
の
九
月

に
控
え
た
小
泉
首
相
の
指
示
に
よ
り
、
平
成
一
七
年

一
二
月
二
四
日
に
は
、
改
革
項
目
ご
と
に
よ
り
具
体

施策紹介

行政改革
推進法

的
な
施
策
内
容
に
踏
み
込
ん
で
今
後
の
方
針
を
定
め

た
「
行
政
改
革
の
重
要
方
針
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

こ
れ
を
受
け
て
、
今
年
の
通
常
国
会
に
は
行
政
改
革

関
係
の
法
律
案
が
多
数
提
出
さ
れ
、
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
具
体
的
な
制
度
の
変
更
を
行
う
立
法
と

し
て
は
、
公
益
法
人
改
革
関
連
法
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

改
革
法（
市
場
化
テ
ス
ト
法
）、
国
有
財
産
有
効
活
用

の
た
め
の
国
有
財
産
法
改
正
、
独
立
行
政
法
人
の
整

理
・
統
合
等
の
た
め
の
各
独
立
行
政
法
人
法
の
改
正

な
ど
が
あ
り
ま
す（
社
会
保
険
庁
改
革
関
連
法
は
成

立
に
至
ら
ず
）。

こ
れ
に
対
し
、
行
政
改
革
推
進
法（
正
式
名
称
は

「
簡
素
で
効
率
的
な
政
府
を
実
現
す
る
た
め
の
行
政

改
革
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」）
は
、
先
の
「
行
政

改
革
の
重
要
方
針
」
の
う
ち
現
時
点
で
は
具
体
的
な

制
度
化
に
は
至
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
小
泉
首
相

が
退
陣
し
た
後
も
そ
の
「
改
革
路
線
」
が
引
き
継
が

れ
る
よ
う
に
法
律
で
今
後
の
政
策
を
方
向
づ
け
る
と

い
う
意
味
合
い
を
持
つ
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
法
律
に
は
今
後
行
う
べ
き
施
策
の
方
針
や
数
値

目
標
と
そ
の
時
期
だ
け
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
個
々

の
改
革
の
具
体
化
に
つ
い
て
は
、
そ
の
方
針
に
沿
っ

て
今
後
順
次
立
法
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
行
政
改
革
推
進
法
の
内
容

（
１
）
基
本
理
念

行
政
改
革
は
次
の
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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・
政
府
が
実
施
す
る
必
要
性
の
減
少
し
た
事
務
お
よ

び
事
業
を
可
能
な
限
り
民
間
に
委
ね
て
民
間
活
動

の
領
域
を
拡
大
す
る
こ
と
。

・
行
政
機
構
の
整
理
お
よ
び
合
理
化
そ
の
他
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
行
政
に
要
す
る
経
費
を
抑

制
し
て
国
民
負
担
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
。

（
２
）
重
点
分
野
と
基
本
方
針

改
革
の
重
点
分
野
と
そ
の
基
本
方
針
の
概
要
、
そ

し
て
現
在
の
進
ち
ょ
く
状
況
や
今
後
の
見
通
し
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

国
会
に
お
け
る
行
政
改
革
推
進
法
の
審
議
に
お
い

て
は
、
国
家
公
務
員
の
天
下
り
や
こ
れ
と
結
び
つ
い

た
官
製
談
合
や
不
適
正
な
随
意
契
約
に
つ
い
て
も
行

政
改
革
の
課
題
と
し
て
対
処
す
べ
き
で
あ
る
と
の
野

党
か
ら
の
追
及
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
法
で
完

全
民
営
化
の
方
向
が
示
さ
れ
た
商
工
組
合
中
央
金
庫

に
つ
い
て
、
自
民
党
か
ら
民
営
化
に
よ
る
利
益
追
求

に
よ
り
中
小
企
業
が
切
り
捨
て
ら
れ
な
い
か
と
の
懸

念
が
示
さ
れ
、
経
済
産
業
大
臣
が
将
来
の
政
府
関
与

に
含
み
を
持
た
せ
る
答
弁
を
す
る
な
ど
、
今
後
の
制

度
化
へ
の
紆
余
曲
折
を
思
わ
せ
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
法
律
は
今
後
の
行
政
改

革
の
基
本
方
針
を
定
め
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
制
度
の

具
体
化
に
際
し
て
は
支
持
団
体
の
意
向
を
受
け
た
政

党
や
省
庁
の
抵
抗
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
国
民
に
よ

る
監
視
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

1． 政策金融改革�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
2． 独立行政法人の見直し�
�
�
�
�
3． 特別会計改革�
�
�
�
�
�
�
�
4． 総人件費改革�
�
�
�
�
�
�
5． 国の資産・債務に関する�
　改革�
�

①平成20年度に国民生活金融公庫、農林漁業金融
公庫、中小企業金融公庫、沖縄振興開発金融公
庫および国際協力銀行の現行5機関を一本化。
（沖縄振興開発金融公庫は24年度以降に移行、
国際協力銀行の政府開発援助機能は国際協力機
構に移行）�

②商工組合中央金庫・日本政策投資銀行は完全民
営化。�

③公営企業金融公庫は廃止。�
�
・国の歳出縮減を図る見地から、組織・業務やこ
れに影響を及ぼす国の施策のあり方について検
討。�

・融資等業務を見直し。�
�
・今後5年間を目途に改革。資産・剰余金のスリム
化等により合計20兆円程度財政健全化に貢献。�

・現在31ある特別会計を統合、独立行政法人化、一
般会計化等により1／2～1／3程度に減少。特定
財源も見直し。�

�
�
�
・国家公務員を今後5年間で5％以上純減。�
・職務と責任に応じた給与体系、民間賃金との比
較方法等についての人事院の検討状況を踏まえ、
給与制度の見直し。�

・地方公共団体に対し職員数の厳格な管理を要請。�
・独立行政法人等の人件費を削減。�
�
・国の資産を圧縮し、10年後にはGDP比を半減。�
�

①新機関は平成20年10月に政府全額出資
の株式会社として発足。�
�
②商工組合中央金庫・日本政策投資銀行
は特別な根拠法に基づく特殊会社とし、
5～7年程度で会社法上の株式会社に移行。�
�
③地方公共団体は共同して、資産調達の
ための新組織を自ら設立する。国は必要
な法制度を整備する。�
�
今夏、政府が見直し基準を提示する予定。�
�
�
�
�
・平成18年度は、財政投融資特別会計の
積立金の国債残高圧縮への活用、複数
の特会から一般会計への繰入れにより
13.8兆円貢献。�

・平成19年を目途に個別の特会の統廃合
等を定める「特別会計整理合理化法案」
を提出の予定。�

�
・一般の国家公務員（約33万人）を2010
年度までに、5.7％以上純減すること
を閣議決定。�

・労働基本権の付与について今後政府で
検討。�

�
�
・国家公務員宿舎の移転・跡地利用に関
する有識者会議において検討し、都内
233箇所の公務員宿舎の売却を都市再
生本部において決定。�

�

重　点　分　野�
�

基　　本　　方　　針�
�

現状・今後の見通し�
�
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愛
知
県
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
若

者
の
投
票
率
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
は
こ
れ
ま
で
、
青
年
啓
発
指
導
者

育
成
の
た
め
県
内
の
若
者
を
対
象
と
し

た
「
ヤ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、

参
加
者
に
よ
る
啓
発
用

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作

成
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
事
業
発
足
後
六

年
を
経
過
し
た
こ
と
か

ら
こ
れ
を
見
直
し
、
平

成
一
七
年
度
か
ら
新
規

事
業
と
し
て
「
明
る
い

選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
」、「
選
挙
出
前
ト

ー
ク
」、
学
生
の
就
業

体
験
を
目
的
と
し
た

「
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
受
け
入
れ
」
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ヤ
ン
グ
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
２
０
０
５
」
で
は
、

若
者
が
企
画
し
た
「
選

挙
へ
の
行
き
方
ト
ラ
の

巻
」
が
作
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

明
る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

は
、
県
内
の
一
八
歳
か
ら
二
九
歳
の
若

者
を
募
り
、
月
一
回
程
度
「
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
」
を
開
き
、
政
治
や
選
挙
に

つ
い
て
考
え
る
場
と
し
て
も
ら
う
も
の

で
、
お
互
い
の
意
見
交
換
の
ほ
か
、
若

者
向
け
啓
発
事
業
の
企
画
・
実
施
を
行

っ
て
い
ま
す
。
平
成
一
八
年
四
月
現
在
、

一
七
名
の
登
録
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
は
、「
選
挙
出
前
ト
ー

ク
」
の
企
画
と
実
施
、
そ
し
て
「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
連
動
し
て
い
ま
す
。

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
０
０
５
」
は
、

今
年
二
月
、
明
る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー

タ
ー
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
と
し

て
受
け
入
れ
た
大
学
生
の
企
画
に
よ

り
、
延
べ
一
六
人
の
若
者
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
若
者
の
投

票
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
協
議
、
協
力

し
て
、
投
票
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
自

ら
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
し
た
「
選
挙
へ
の

列島�
フラッ
シュ�メイスイ�

このコーナーでは全国各地の選挙啓発に関
するユニークな取り組みをレポートします。

行
き
方
ト
ラ
の
巻
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
「
ト
ラ
の
巻
」
は
、
投
票
に
行
っ

た
こ
と
の
な
い

”初
心
者
“
で
も
、
投

票
の
仕
方
や
選
挙
の
仕
組
み
な
ど
が
簡

単
に
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が

特
徴
。
冊
子
は
A
４
判
四
ペ
ー
ジ
、
同

選
管
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

未
来
の
有
権
者
で
あ
る
小
・
中
学
生

や
高
校
生
を
対
象
に
、「
選
挙
に
つ
い

て
の
話
」
や
「
模
擬
投
票
」
な
ど
を
通

じ
て
、
就
学
時
か
ら
選
挙
の
重
要
性
を

認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
一
七
年
度
に
初
め
て
「
選
挙

出
前
ト
ー
ク
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
小
中
高
そ
れ
ぞ
れ
一
校
を
モ
デ
ル

校
に
選
ん
で
実
施
し
、
そ
の
後
市
町
村

の
教
育
委
員
会
を
通
し
て
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
マ
ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ
て
く
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
四
二
校
が
応
募
。
日

程
な
ど
の
条
件
を
調
整
し
た
結
果
、
一

九
校（
小
学
校
一
五
、
中
学
校
二
、
高

校
二
）
で
実
施
し
、
参
加
生
徒
数
は
一

六
八
七
人
に
及
び
ま
し
た
。

実
施
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

県
や
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
の
職

員
と
前
述
の
明
る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー

タ
ー
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
学
校
を
訪
問

就学時から
選挙の重要性を認識
「選挙出前トーク」を学校で実施
〈愛知県〉

選挙への行き方トラの巻



岡
田
順
児
・
愛
知
県
選
挙
管
理
委
員
会

主
事
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

「
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
八
割
以
上
の
子
ど

も
た
ち
が
『
良
く
分
か
っ
た
』
と
、
そ

し
て
八
割
弱
の
子
ど
も
た
ち
が
『
模
擬

投
票
が
一
番
よ
か
っ
た
』
と
回
答
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
子
ど
も
が
家

に
帰
っ
て
か
ら
『
出
前
ト
ー
ク
』
の
話

を
し
、
投
票
に
積
極
的
で
は
な
い
家
族

に
は
投
票
に
行
く
よ
う
に
意
見
を
す

る
、
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
就
学
時
か
ら
選
挙
の
重

要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
の

事
業
の
目
的
は
十
分
果
た
さ
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
サ
ポ
ー
タ

ー
の
皆
さ
ん
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
企

画
力
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

今
年
度

は
上
半
期

に
実
施
予

定
で
、
す

で
に
応
募

は
五
〇
校

に
及
び
、

現
在
調
整

中
と
の
こ

と
で
す
。
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し
、
社
会
の
授
業
の
一
コ
マ
、
約
一
時

間
を
使
っ
て
行
い
ま
し
た
。

会
場
は
体
育
館
を
使
い
、
ま
ず
は
選

挙
管
理
委
員
会
の
職
員
が
生
徒
に
選
挙

の
歴
史
や
意
義
、
そ
し
て
選
挙
の
大
切

さ
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

次
に
、
こ
の
選
挙
出
前
ト
ー
ク
の
一

番
の
特
長
で
あ
る
、
生
徒
に
投
票
の
体

験
を
し
て
も
ら
う
、「
模
擬
投
票
」
が

始
ま
り
ま
す
。
体
育
館
な
ど
の
広
い
ス

ペ
ー
ス
に
、
選
挙
の
と
き
に
実
際
に
使

う
記
載
台
や
投
票
箱
を
選
管
が
持
ち
込

み
、
投
票
所
を
再
現
し
投
票
管
理
者
や

立
会
人
も
生
徒
か
ら
選
び
ま
す
。
そ
し

て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
若
者
が
進
行
役
と

な
り
投
票
が
始
ま
り
ま
す
。
投
票
は
、

小
学
校
で
は
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
め
い
す
い
君
」
と

愛
知
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
イ
ッ
ピ
ョ
ウ
君
」
の
ど
ち
ら
が

か
わ
い
い
か
を
決
め
る
投
票
を
し
て
も

ら
う
と
い
う
も
の
で
す
。

中
学
校
や
高
校
で
は
、
候
補
者
に
扮

し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
が
テ
ー
マ
を
決
め
て

演
説
を
行
い
、
生
徒
に
投
票
を
訴
え
、

投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
ず
投
票
所
入
場
券
を
持
っ
た
生
徒

が
受
付
に
来
て
、
選
挙
人
名
簿
と
の
対

照
が
行
わ
れ
た
あ
と
投
票
用
紙
が
交
付

さ
れ
、
本
物
の
記
載
台
や
投
票
箱
を
使

っ
て
記
載
・
投
票
を
行
い
、
実
際
の
投

票
所
で
の
手
順
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

す
。
開
票
作
業
も
選
管
職
員
の
手
に
よ

っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

「
質
問
タ
イ
ム
」
で
は
、
明
る
い
選
挙

推
進
協
会
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
め
い
す

い
君
」
が
登
場
し
、
生
徒
か
ら
の
質
問

に
回
答
し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
出
前
ト
ー
ク

に
参
加
し
て
い
る
武
田
恵
美
さ
ん
（
名

古
屋
音
楽
大
学
大
学
院
生
、
サ
ポ
ー
タ

ー
歴
二
年
目
）
と
山
内
候
祝
さ
ん
（
自
営

業
、
サ
ポ
ー
タ
ー
歴
二
年
目
）
は
、
実
施

の
感
想
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

「
出
前
ト
ー
ク
は
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
、

よ
し
次
は
こ
う
し
よ
う
、
こ
う
す
れ
ば

も
っ
と
お
も
し
ろ
く
な
る
は
ず
、
と
意

欲
が
ど
ん
ど
ん
沸
い
て
き
ま
す
。
と
ち

っ
た
り
、
失
敗
し
た
り
す
る
こ
と
も
ま

ま
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
、『
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
手
づ
く
り
ト
ー
ク
』
。

会
場
の
子
ど
も
た
ち
も
逆
に
大
笑
い
し

て
く
れ
た
り
、
温
か
い
目
で
見
守
っ
て

く
れ
て
い
る
感
じ
で
す
。
今
、
一
番
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」（
武
田
さ
ん
）。

「
出
前
ト
ー
ク
で
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

啓
発
活
動
に
は
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い

ま
す
。『
模
擬
投
票
』
で
は
、
選
挙
の

争
点
を
ど
う
す
る
か
、
二
人
の
候
補
者

の
違
い
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、
決
め
る

の
は
サ
ポ
ー
タ
ー
。
例
え
ば
片
方
を

『
環
境
保
全
派
』
に
し
て
も
う
一
方
を

『
都
市
開
発
派
』
に
す
る
と
、
子
ど
も

た
ち
な
り
に
『
ふ
る
さ
と
を
ど
う
す
る

か
、
自
然
を
そ
の
ま
ま
残
す
の
か
、
そ

れ
と
も
開
発
し
て
も
っ
と
便
利
に
す
る

の
か
』
を
考
え
友
だ
ち
と
話
し
合
い
、

自
分
で
選
択
す
る
こ
と
を
学
ん
で
い
き

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
真
剣
に
話
し
を

聞
き
、
活
発
に
質
問
し
て
く
れ
る
と
、

や
は
り
う
れ
し
い
で
す
」（
山
内
さ
ん
）。

ま
た
、
こ
の
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
、

模擬投票での児童の投票

質問コーナー、みんな積極的
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フラッ
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未来の有権者を育てる
社会科副読本を制作
〈沖縄県〉

沖
縄
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
と

県
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
中
学
生
を
対

象
と
し
た
、
社
会
の
課
題
を
考
え
、
解

決
す
る
能
力
を
養
う
「
市
民
性
教
育
」

の
副
読
本
『
小
さ
な
市
民
に
大
き
な
力

私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
』（
中
学
社
会
・

地
域
づ
く
り
総
合
学
習
用
）（
以
下
「
本

書
」
と
い
い
ま
す
）
を
発
行
し
ま
し
た
。

若
者
の
政
治
に
対
す
る
意
識

の
向
上
や
投
票
率
ア
ッ
プ
の

た
め
の
「
副
読
本
」
を
！

沖
縄
県
の
投
票
率
は
近
年
低
下
傾
向

を
示
し
て
お
り
、
平
成
一
七
年
九
月
に

行
わ
れ
た
第
四
四
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
で
は
六
二
・
三
五
％
と
全
国
平
均

（
六
七
・
五
一
％
）
を
五
・
一
六
％
下

回
っ
て
全
国
最
下
位
、
特
に
若
年
層
に

そ
の
傾
向
は
顕
著
で
し
た
。
同
協
議
会

で
は
、
以
前
か
ら
若
年
層
の
政
治
離
れ

や
投
票
率
の
低
下
に
つ
い
て
の
議
論
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
若

者
の
政
治
に
対
す
る
意
識
の
向
上
や
投

票
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
選
挙

啓
発
の
た
め
の
「
副
読
本
」
を
作
成
で

き
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
同
協
議

会
の
会
長
を
務
め
る

島
袋
純
琉
球
大
学
助

教
授
に
協
力
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、
同

大
学
の
政
治
学
研
究

室
が
中
心
と
な
り
検

討
を
始
め
、
南
風
原

は

え

ば

る

町
子
ど
も
議
会
や
琉

球
大
学
附
属
中
学
の

協
力
に
よ
っ
て
、
新

し
い
授
業
の
実
践
を
試
み
ま
し
た
。
こ

の
副
読
本
は
、
主
と
し
て
、
こ
の
授
業

を
通
し
て
得
た
多
く
の
経
験
と
反
省
を

活
用
し
て
作
り
上
げ
た
も
の
で
、
平
成

一
五
年
か
ら
編
集
作
業
が
進
め
ら
れ
、

三
年
後
の
平
成
一
八
年
三
月
に
発
行
さ

れ
ま
し
た
。

本
書
の
内
容

本
書
で
は
、「
政
治
」
を
身
近
で
わ

か
り
や
す
い
「
地
域
づ
く
り
」
と
し
て

捉
え
直
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
話
し

合
い
の
場
を
し
っ
か
り
つ
く
り
あ
げ
な

が
ら
体
得
し
て
い
く
と
い
う
「
話
し
合

い
学
習
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
採
用
。
地
域

的
な
課
題
を
発
見
し
具
体
的
な
解
決
方

法
を
立
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
治
を

学
ぶ
意
義
を
理
解
で
き
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
落
ち
葉
で
周
囲
を
汚
し
て
し
ま
う

木
」
や
「
学
校
の
ト
イ
レ
掃
除
を
怠
け

る
生
徒
」
を
テ
ー
マ
に
、
み
ん
な
が
納

得
で
き
る
実
行
可
能
な
解
決
方
法
を
見

つ
け
る
た
め
の
話
し
合
い
を
呼
び
か
け

る
と
こ
ろ
か
ら
本
書
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
し
て
、
生
徒
が
実
際
に
地
域
の
課
題

を
見
つ
け
出
し
、
そ
の
原
因
を
調
査
し
、

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
情
報
を
入
手

す
る
制
度
や
、
請
願
や
陳
情
、
署
名
活

動
な
ど
、
市
民
が
地
域
づ
く
り
に
関
わ

る
手
続
き
へ
と
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
解
決
策
や
政
策
に
つ
い
て
の
判

断
能
力
の
質
を
高
め
る
た
め
に
、
近
年

一
般
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
「
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
」
の
手
法
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

中
学
生
用
の
副
読
本
と
い
え
ば
、
選

挙
の
し
く
み
や
政
治
の
し
く
み
を
分
か
り

や
す
く
記
述
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
課
題
を
考
え

解
決
す
る
能
力
を
養
う
沖
縄
県
の
副
読

本
は
、全
国
初
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

市
民
の
育
成
に
役
立
て
て

本
書
は
Ａ
４
判
五
四
頁
で
二
〇
〇
部

作
成
。
そ
の
半
数
は
、
琉
球
大
学
附
属

中
学
校
の
選
択
社
会
科
の
副
読
本
と
し

て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
増
刷
も

22
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――どのようなことがきっかけとなって、
本書の発行を考えられたのですか？

島袋 「政治や政策について、どう判断すればい

いか、どう行動すればいいか、学校でほとんど何に

も習ったことがないのに、20歳になったからといっ

て、いきなり判断しろ、投票しろと言われても、投

票なんか行けるわけがない」という発表がありまし

た。3年前の青年リーダー研修の時です。それに衝

撃を受けたことがきっかけです。

それから、政治や政策について判断し行動する力

をいかにして育むことができるかという問題意識の

もとに、大学・大学院のゼミで中学生対象の授業を

作っていきました。「自分たちで課題を発見する」

「自分たちで問題を分析する」「自分たちで解決策を

立案する」というワークショップを中学生と重ねて

きました。その成果と反省をもとに作られたのがこ

の副読本です。

――この副読本の特色は？
島袋 この副読本は、教員から生徒への知識伝達

型の授業のためではなく、また一人読んで知識を得

るというためのものでもありません。地域の政治、

地域づくりの主体となるための課題発見力、解決策

立案力、合意形成力という実践力を身につける「話

し合い学習」「調べ学習」のグループ学習プログラ

ムとなっています。教師の役割は「教えること」で

はなく「ファシリテート（引き出す）」することで

す。それが活用方法の鍵となると思います。

――作成する上で困難だった点は？
島袋 中学生の社会的な課題、地域的な課題に対

する理解力がどれだけか、そしてどれだけ高められ

るかを想定すること、それに沿ってスムーズに進め

るようにどのような章立て、単元の構成の仕方と流

れを作っていくか、ということが非常に難しいとこ

ろでした。

――評判はいかがですか？
島袋 全国で新たな選挙啓発活動や政治教育を行

っている方々からは、非常に肯定的な評価を頂いて

います。実験的な試みで評判が分からなかったため、

200部だけ刷って評判が良ければ増刷ということに

しましたが、要望が多くこの程増刷することになり

ました。沖縄県内のすべての中学校に配布予定です。

――どのような活用方法をお考えですか？
島袋 現在は、琉球大学附属中学校での授業に用

いているほか、琉球大学教育学部での大学、大学院

の授業に一部を利用しています。市民団体での市民

性教育にも活用しています。

中学生あるいは社会科を専門・テーマとする先生

方に目を通して欲しいことはもちろんですが、それ

以外でも実際の地域づくりに関わる方々に利用して

いただきたいと切実に願っています。特に、公民館

主催の市民講座等に活用していただくことを念頭に

置いています。

――明るい選挙啓発活動へひとこと
島袋 「私たちの広場」では、学校における政

治・選挙教育の取り組みが頻繁に取り上げられお

り、いつも参考にしています。明るい選挙啓発活動

は、今後ますます、学校教育を含めた「市民性」教

育プログラムの研究と開発、さらには実践に力を入

れるべきではないでしょうか。

インタビュー

決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
協
議
会
と
県

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
こ
の
副
読
本

を
「
中
学
校
の
総
合
学
習
、
若
者
に
よ

る
自
治
研
究
会
、
生
涯
学
習
の
政
治
学

級
、
市
民
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
場
な

ど
で
積
極
的
に
活
用
し
て
も
ら
い
、
地

域
や
学
校
な
ど
の
身
近
な
問
題
か
ら
政

治
を
学
ぶ
理
由
に
つ
い
て
考
え
、
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
に
参
加
で
き
る

”市
民
“
を
育
成
す
る
た
め
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

琉
球
大
学
附
属
中
学
で
の
新
し
い
授
業
の
実
践

島袋 純さん
琉球大学助教授
沖縄県明るい選挙推進協議会会長
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編集・発行●財団法人 明るい選挙推進協会

〒105-0001 東京都港区虎ノ門2丁目1番1号商船三井ビル6F 蕁 03（3560）6266・6267 FAX 03（3560）6268
http://www.akaruisenkyo.or.jp/
akaruisenkyo@mua.biglobe.ne.jp

編集協力●株式会社 公職研

●特集は、今年が女性参政60年にあたることから、女性の参政権
獲得運動の歴史、政治参加の歩み、海外事情などについて、それ
ぞれの識者にご執筆いただきました。
●今号から、昨年度連載した「アメリカの有権者教育」に引き続
き、「ドイツの政治教育」について5回シリーズで連載いたします。
筆者は名古屋大学で教育学について教鞭をとられている近藤孝弘
助教授です。

編　　集　　後　　記

協会からのお知らせ ■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

ドイツではナチズムへの反省を踏まえ、民主主義の発展のため
に政治教育が精力的に進められてきました。東西統一後は旧東ド
イツ地域での西欧型民主主義の構築のための政治教育が進められ
ています。政治教育の考え方、さまざまな活動を紹介いただくこ
の連載にご期待ください。
●次号の発行は9月下旬の予定です。

子ども国会
本誌285号で紹介しました「子ども国会」が、今年も8月20日・21日に東京のオリンピック記念青少年総合セン

ターで開催されます。応募資格は年齢が12～18歳の方で、応募締切は7月31日(当日消印有効)です。

詳しくは http://kodomokokkai.net / を！

インターネットムービー
当協会が昨年度から配信しているインターネットムービーが、「Yahoo！動画」に取り上げられ、7月

からカテゴリー「映画」の中のサブカテゴリー「オムニバス」で、無料配信されています。

http：//streaming.yahoo.co.jp/sub/movie/omnibus/

■研修会の開催
当協会では、地域で明るい選挙推進運動を進めていただくリーダーを養成することを目的に、3種類

の研修会を、全国を7つに分けたブロックごとにそれぞれ開催しております。活動事例の報告やワーク

ショップなどを行います。

多くの方の参加をお待ちしております。参加をご希望の方は市区町村選管にお問い合わせください。

①中堅指導者養成研修
募集対象は明るい選挙推進協議会において、中

堅の委員として活動している方です。目的は運動

に対する認識をより深め、協議会活動の活性化に

寄与していただくためです。

②コミュニティーリーダー養成研修
募集対象は明るい選挙推進協議会の委員で活動

経験の少ない方や新任の方、または地域で各種ボ

ランティア活動に従事されていて、新たにこの運

動に参加していただけるような方です。目的は明

るい選挙について理解を深めていただくことです。

③青年リーダー養成研修
募集対象は明るい選挙推進協議会に委員として

参加している大学生や社会人、各種団体で活動し

ている若者です。目的は若者に明るい選挙推進運

動に参加していただき、若者の視点で若者に選挙

の大切さを呼びかけていただくようになることです。

研修会の開催日と開催地�

中堅指導者�ブロック� コミュニティリーダー� 青年リーダー�

北海道・東北�

�

関東甲信越静�

�

東海・北陸�

�

近　　畿�

�

中　　国�

�

四　　国�

�

九　　州�

未定（10月）�

宮城県�

未定（10～12月）�

新潟県�

8月9日�

福井県�

未定（9～12月）�

京都府�

9月21日・22日�

鳥取県�

10月20日�

徳島県�

9月14日・15日�

沖縄県�

8月29日・30日�

秋田県�

10月25日�

栃木県�

未定（9～10月）�

岐阜県�

未定（9～12月）�

大阪府�

7月27日・28日�

広島県�

9月27日�

愛媛県�

11月1日・2日�

福岡県�

7月29日・30日�

山形県�

9月9日・10日�

山梨県�

9月30日・10月1日 �

三重県�

未定（9～11月）�

滋賀県�

�

�
香川県（済）�

�

�

10月14・15日�

宮崎県�
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